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挟稜 ス ーー 凝 呈 ＝ ・色 石 又 Jレ

有角 早 J、、 介友 シ シ 暗 英 ノ、 コ

シ ア Jlf シ 在質 頗 -r 繰 組 暗 ト

断 Jレ 及 ス 角 Jlノ 頗 色 面掲 少

盛大 須 地積 鍛 Jレ 等 岩 色 jJ 

商 小雲 方 4与且ヨS「 密 堅 一 ノ ー フ

ーー 各川 ーー 及 ーー 硬 L‘ ノ 礁 シ ス

ヲー 種滑 ヨ 集． シ ノ フ『 ヲ テ

繋 ノ 岸 リ 塊 テ 司云 概 挟組

然 輝 ＂＂巴 フー 質 堅 ノ 不 雑怒
タ 石好 多 援 ク ア 軟 シ ナ

Jレ 安 ク 少茨 共 リ 重司 車問

厨 山 箆 共岩 外 -r ナ 粒主

J.fil 岩ハ 分 ノ 観長 リ ノ ト

ヲ 破 Jレ 布分 本石 何 砂 レ‘〆

/1' 片岩 ヲ 布 邦及 レ ヲ フー

セ ヲ 石 異最 油石 モ 以大

リ 介ハ ーー 司云 国 英 多 テ サ

ラを 有主 ス 庚 地破 少 凝拳

向 シ ーー Jレ ク 一ー 片 譲 結大
J，、 フ司 淡 滋共 費 ヲ 茨 セ PJ、

一築資 ア 他 達多 質 フ 下

般塊 次 Jレ ノ セ 量 タ Jレ ノ

ーー 質 白 ヲ 司云 Jレ ーー Jレ 諸

七
ヰむ ト 色 以 ノ 桂合 ヲ 種

西 ナ ノ テ ノ、 質有 受． ノ

ヨ リ 凝 ιI, 局 頁 ス レ 安

リ 往次 下部 耳＆且苛. ス 山

南 k 疋μ王. 諸的 一 黒 岩

東細 .：：」 地 一 類 色 礎

ーー 密 シ 方 7~草 似 ヲ 2軍

走 ナ フー ;:. 尼子 セ 呈 リ



==- ）レス擬凝挟ス 泊 以魚ヲ扶岸

於 走ル友次有 Jレ岸三南見呈ナ＝＝
テ向モ岩岩シ提＝ ＝崎セ 1レ賄

略北ノノ居中友露国於附リモ々熱
之六ナ上ノ大質出方テ近叉下露海

ト十ル＝上見 角 ス 郡 ハ ニ 時部出町

同度へ砂位村蟹岩中走於＝ハス附
- ）うシ岩＝下岩石大向テハ直岩 証
ナ至木及・砂尾ヨハ見ハハ細 f墓石

ル七地頁岩野リ友村ー走粗二ハ来

モ十方岩及ノ成白冷定向雨十淡昔

ノ 皮＝互頁北 P 色川！セ北様糎黄紳
京西於屠岩部中轍京サ三ノ内線枇
入傾テノノ＝ 大密入ル十接外色ノ

道斜ハ累五於見ノ遁モ度友 ノ淡甫

ノ北地居屠テ村 接 地 傾 西 質黒実方
南 k 唐ア存ハ徳友方斜傾角色友熱

部東ノリス費永岩 ハ斜壁紙色海
ユ二走恐 Jレ岩ュ友集ー西岩密又伊

於十向ラモノ於級塊般甫ノナハ豆
テ 度傾クノ薄テ色 岩 ュ 西 五 ル次山
走 Jう斜下、唐ハノ及綬＝唐輝黒問

向至ヲ尾如ヲ介浮熔＝ータ石色海
時 三検野シ挟化石岩シ十 Jレ安ノ岸
子百十シ渓又有石質流テ五コ山麓及
北度得谷中シ ヲ援ニ十度ト岩次ヒ
傾ナタュ大吏包次被皮 Jうア破岩魚、

斜ル Jレ露見＝ 戴岩 覆乃 至リ片＝見
西モハ出村共ス及セ至六唐ヲシ崎
方ノ城セ城北ル輝ラ二十理雑テ附

ニ伊及ルノ方次石レ十度ハ有岩近
三東下モ渓約 白 安 テ 度 ナ 概 シ唐ヨ

十奮尾ノ谷一色山山ナルネテノリ
度街野ト＝粁ノ岩腹リヲ明凝上下
内道ノ同於ノ凝 ノ 以 ト 検 瞭 友部多
外ノ漢ーテ虎次角下スセナ質ハ賀
ナ柏谷唐ハユ質礁 Jう リラ角主ニ

Jレ 峠＝序次於砂ヲ至 魚サ費ユ至
モ甫於＝白テ岩含渓 見 Jレ 岩細 Jレ
ノ部 ケ 位 色 ハヲ有谷 崎モ扶粉海

，，、



雲 根 障 ス リ居テ 岩モ 谷 シ 等

金 本 附 魔 ノレ 言 者 ヲ 此 （.f）地共 四 ト フー ナ

断 ま也 近 之 ヲ 砂 1苦 土也 方 露 京イ頃 リ

居 域 一 以 岩 セ ノ 修 並 出 狩 入 斜 ト

以 ノ 於介 てT ノ、 Jv 第善 一
ノ、 野 道南 シ

南 第 ア 在 厚手 恐 司＝－ 一一 寺 沼 庚 111 ト ノぞ 共一
ノ 一 司き シ 序 フ ノ 高己 吉 津域 及 ノ 東他一

｜ ま也 高己 亦 頁 不 ク 、 居 奈 城 ーー 大 問 ーー 一
域 居 之 岩 明 前 女n ノ、 及 山亙 見 一 五 於

一
ノ、

ーー 叉 ナ 記 ク 援矢 田リ JI! 上t 十 てT

於 断 同 ハリ集五次熊 中 各流 較度 ノ、
テ 居 シ 撰修塊狩岩地 村地按 的 ナ 下

著 ノ 決手干 質野 ト 方 山岩地 奮 Jレ 尾

シ ~ 質 ミ予凝村 集 塊石方 期ヲ 野

ク メ 砂附 次 自 塊 木 地 分 第検 ノ

混 多 岩近岩揮 質地 方 布本 四 セ 東

策L 数 ノ 一 暦 ノ 援方
ーー

ヲ 地 期 方

シ ノ 薄 於 ノ 南次 ノ、 分異方 以 是 ノ

共 土也 居 τr 上東岩 gp チ ーー 一 前等 河

以 塊 亦 ノ、 部方 ト チ フー ス てr ノ 走底

~t ーー 之 凝 一 一 ノ 田 記 因 ノ、 一 向 一
分 ーー 次位ハ 五 方 コミ フー 諸 断及於

於 タ 陪岩 -t 頁居郡 " 以種 居イ頃 プア

て「 レ 雑 ヲ Jレ 岩 ヨ イ彦 ：、"" 下 ノ ヲ 宗ヰ 之
ノ、 各 セ 主 弓去 ヲ リ 主仁二主事 修 熔 推 ノ 等

走 共 Jレ ト ノ 挟成 寺 善岩 定著 ト

向 走 コ シ ナ メ リ町 寺流 セ シ 全
ノ、 向 ト 集 Jレ Jレ 下上 τ口士f 叉 リ キ ク

時 及 ア 塊 J、、 暗部 5守 奈 .，，.、、 相 別

甫 イ頃 質 キ 緑 一 野 及 新 遠 ノ

~t 耕 中 接 司云 色 ノ、 村 矢期 =- 司壬

－ ー

ヲ 狩衣 同 ノ 集 t日"" 熊 岩 依 ノ

ヨL
近 具 野 岩者探塊 奈 地居 リ gp 

ク ーー 村及 ハ次質及 方 一 フー チ

イ噴 ス 本凝 断質援矢 佐被 城 走

ゑヰ 特 柿次 唐砂茨 貴島
如野 覆セ

及 向
ノ、 ヨ＝－ 木質 ーー 岩岩地 下 東

西 ~Iii 同 角 依費特方 殿 フ 尾 ~t 
方 之 青楼 7・ 達 一 ー 及 Jレ 野東

一 湯 初岩 !i- セ 厚． シ 白 、 渓 ーー一



本 及全岩 十
地 3~ －：：：！ -SS!~ ＆~~有 ク地（ロ）度

空~ f: fミf.f l. 言EtllJ~ ！ i ：加 1寸
~ fl i制： l~ § §ま； きE宅！ : 
離 r: J.；；；牛第走モぬ電~国司司:... 色5対向 胃 揮理質砂記＝地方シト

ル 『 i何ir 回i1:::1 事＊＇奇断

殿 ニ 頁凝地附

断 昔 ~ ~ 怯岩茨方近
居 レ介岩ハエ

群 ？♀ー ？ハ荘及即於地 共ス接チテ

域 種下友田ハ

ナ 芸『 類大質方五
ノレ 左見角郡十

ヲ ノ 村費時I 度

以 如下岩狩内
フ・ シ 白 ノ 野外

構 岩互村

主量 ーー 唐位｛頃

頗 於 ヨ 時科
Jv ケ 下セ

錯 Jレ成 狩 ル

雑 擬 野虞

シ 茨 集 村 ア

他 質塊加

ーー 砂質殿
。

上t 岩探及

シ ハ茨下

テ 海岩大

土也 謄ハ見

唐 ノ殆村

ノ 耕 ト 日
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ノ、 南 西 ク 村 岡 ：；〆. 同 ノ ノレ 居 A山ト' 

士也 坂 一 ナ ノ、 口 及 本 庭 西探 ュ（ハ）斜

居 ヲ 於 Jレ 該野古 山 ノ 方茨 シ セ

旧各 通 フー 弓壬 地及奈塊 山 約 質 プア 沼 Jレ

南 ス ノ、 東 一 Rl 附ハ 腹 一 角盤 2事 コ一
北 1レ 概部 於方近教 以 粁盤岩城 ト

一 断 不 一 ケ君~ 一 多 上五 岩砂 山 多

走－ 暦 東 於 ノレ 江 シ ノ ヲ － ー 厨岩 々 シ

リ 以 西 てf 大 間 ア 断 占 首 一 頁塊
西 東 ノ、 断付此居 ム レ シ 耳，＿，宝, 

方 ノ、 近 漸 唐長庭 ーー Jレ Jレ フー ノ 本

一 甫 キ 共 ノ 塚 一 ヨ 白 修往 i単 ill 
一 方 走東 影 ヲ一 断 リ 色善 ノ苛 唐 塊
十 一 向 ヰ七 響通唐 フー ノ 寺粗 ヲ ヲ

皮 十 ヲ 東 ナ ス ノ、 多 石 町粒挟構
Jう 度 有 一 Jレ yレ 固 ク 英堀 ノ 有成

至 yぅ シ 費 J、、 峠示 ノ 粗切 黒 -t セ

至 甫 シ クノ セ 土If! 面附色ノレ Jレ

一 方 テ 本雨 Jレ 塊 岩近砂 コ 第一
度 十 ーー 土m 断側 たl ーー 質 一

耳ιA王, ト 一一
f頃 度 十 唐 居 一 外分 凝於 ヲ ア 品己
斜 ｛頃 度 替 以於猶 グ 友 7喝 挟 居

シ 主ヰ Jう 曲 ~t フー レ 岩 ノ、 有市 ノ

附 ス 至 シ エユ 頗 ナ 地 ノ、 擬 ス シ 下

近 市 一 北 於 yレ Jレ 居 本茨 ノレ てr 部

ノ シ 十方 フー :Li!! 司去 ノ 居質 :l 共 ノ、

主主 フー 度 ーー ノ、 居 ノ 最 ヲ 角 ト 上 J麓
構 同 イ頃 五 地 ノ 多 弓去 不 畳 ア 部次

遺 方 科 皮 居錯数錯 整岩 リハ 岩

ヲ 郡 シ ノ＇J ノ 雑在雑 合ハ 而頗及

異 内 叉 至 走 セ リ -t 的集 シ Jレ 車岡
＝ュ 行自 江三 向 Jレ 〉回ι今 Jレ ーー 塊 フ． If 粒
ス 村 ｝悶 十 ノ、 弓云 ーー ノ、 被質 田 大 ノ

1レ 重 村 度 西 ノ 亜 国 覆離方 ナ 凝
ノ、 寺 長 ｛頃 部在 フー 方 セ 次郡 Jレ 友

断 附 塚斜 戸 リ 駿郡 Jレ 岩 回 礁質
居 近 及 シ 於是東川 モ 一 中 ヲ 角
ノ 一 JI I 断 τr レ郡 西 ノ 移村合壁

存 於 西 唐 西恐静付 、 過大有 岩
在 フ・ 村 以 ~t フ i市 長 主日 シ 仁 ス 瓦



東主合 Z‘ ;/ 海 ア 頁 メ

方 一 有 日 海（イ） 下岩共 之 因

ーー 砂 ス 金 ノ 部 豆一 上 ヲ 1レ

二岩ル 山 槽城 唐唐 一 要 司云

十及 司云 熔 入 露 ノ、 擬 ス ノ

五頁 ノ 岩部 層 if11 最 茨 1レ ナ

度岩 ト 一 一 セ 上 司μ王' 一 Jレ

傾＼ ノ 7荻 被沈 中 （二） Jレ 部 調 A.. 

斜上黒 覆積大 弓と 援 1正 ク

シ 部 色 セ セ 見 第 ノ イ立 友 i也 止七
Iド ヲ 柔 フ Jレ 村 ナ セ 質域 慮

犬 占 軟 Jレ 弓云 学 四 Jレ ノレ 角 一 ノ

見 ム ノ 砂 ノ 城 紀 カ 司云 壁 於 石

村 Jレ 弓去 互μ王, 、
一 京日 ノ 耳μヨsー ケ 英

}¥. 弓去 ノ ノ、 主日 好 麿 シ 、 成 ノレ 安

幡 ノ ト 粗 シ ク 主日 居第 山

ヨ 、 ア 棄毒 岩殻 ク シ 耳μ王' 

リ 主日 リ ーー 石 達 Q[J 本紀 ノ、

同 シ 礁 シ ノ、 シ チ 唐唐 該

積本ハ フ． 頁 ;:f~ 狩－ 中 ノ、 断

山 居概 偽 岩方 野 一 集 暦

一 ノ、 ネ 居砂 ノ、 }If ノ、 塊

通 中 安 議岩北 以 部 質 泊

ス 大 山 達及狩 東 ノ／九J 麓

1レ 見岩．シ 磯 野 一 2足
山 村磯 頁 一 村 ノ、 依 岩

遺構 一 岩 シ 、注 三t: 及 出

一 木 シ ノ、 フー 橋 ト 砂 暗 セ

於 ーー フー 次第附 2、;/ 岩繰 1レ

τr 於拳 白 三近 プア 及 色 司云

ノ、 てr 犬 色紀 ーー 上 頁 ノ ノ

田各 ハ Jう 柔 唐 及 部 岩 援 ナ

東走至 軟 ヲ ヒ 尾正挟 次 Jレ

西 向 頭 一 不 更 ιJ、 有 互μ王, J、、

一 略大 レ、／ 整新 西 セ jJ シ

走南 ヲ フー 合期 一 フ 最

リ ;:f~ 普 介的 ーー
ノ、 v 下

南 ーー 通 イじ 一一 方さ 主 砂部

方近 ト 石被 ケ ト 有$ι吉一’ ヲ

一 ク シ ヲ 覆 Jレ シ 及 占



那 ＝賀雑 地セ傾近テノ 内三
盆（.：：.）逮熔ナ（ハ）盤ス斜ニ共＝（ロ）外十
地 セ岩 Jレ 土木セ於成シ 傾度

熱 量ル＝岩柏＝厚子リテ唐テ鯛斜傾

梅錐コヨ居峠 堆 ノ 共 東 欣 網代ス斜
多堆トリア 層 積 傾 南 西 態 代層ルセ
賀 積アテリ セ斜方＝ヨ熔 ヲリ

字層リ貫日中ル角小近リ岩本検叉

佐及本カ金大 ＝ 比 断 ク 見 ト厨セ北
美漂居レ山見原較厨北レ互ハリ狩
共嘩ハ叉熔村図的ノ方ハ唐網木野

他層水火岩京ス犬附＝恐シ代居村
狩 中山ヲ入ルナ近三ラ玄ノモ安
野組＝岩不道コル＝十ク武 南亦野

川総沈屑整ヨトハ於度頁岩方幾附

滑ノ積＝合リ大地テ内新質＝多近
岸 磯セ蔽的 伊 ナ 磨 ハ 外 期 安於ノ＝
諸砂シハェ東ルノ或＝＝山テ断於
庭 及モル被＝ カ 鑓 ハ シ 於 岩字暦テ

＝粘ノ走覆 通 如 動 東 テ ケ 服佐＝ハ
頒土ナ向ススシェ方網ルニ美断南

布ヨル及本 ル 因＂＇＂ ft 7k 貫熔夕方
シリモ f頃居峠 ル 二 ノ 中 カ岩ル北
往成網斜中附 コ十東ノル及 狩

々リ 代極＝近 ト度方沈本日 野
E 多居メハェ 勿或ニ搬唐金 村
犬クトテ熔ハ 論ハ位物ハ山 大
ナハノ不岩粘 ナ北スト火 熔 野
ノレ崖新定流土 リ西 yレ想山岩 附

輝 jff: 奮＝ノ及 ト＝立像岩ヲ 近

石叉医シ介砂 雌凹岩シ屑不 ＝ 
安ハ別テ唐ヲ モ十＝得及整 於
山扇ハイ頃セ伴 元皮テへ火合 テ
岩 欣不斜 Jレへ 来イ頃ハシ山的 ハ
礁 地詳ハモ Jレ 既斜南走友＝ 南
ヲヲナ四ノ火 ユシ方向ノ被 東

混形リ十ナ山 傾唐＝ハ互覆 方
へ成ト度キ礁 斜位五網唐セ 二
断 シス以モノ セー十代＝ル 十

厨丹 上多粗 ル定度附シモ 度



リ ヲ サ ZIJ 於 佐 往 崖
まti! 混 ハ（.f）記本 τr 美（へ） 々（＊）ヲ
質 ス 底 載居 ノ、 。干 浮 埋
圃 Jレ

ー 櫨 ス 弓云 雨中 東 3中石増 メ

一 コ ヨ 埠 亦 代 等 積砂段 Ni
温 ト リ 及 第 杉 ノ 居 唐堆斜
埼 多 差 火 lJ!:I 

（二）
ヲ 司五 ヲ 積念

ト ク 具ー 山 高己 担 地 狩扶屠 ナ
シ 或 ア 岩 ノ 戴 ヲ 野有 Jレ
フー ノ、 Jレ 屑 生 火 ス

形成 大川
ス 本 山

r.A 薄 弓云 成 暦麓
ZIJ キ 最温 ー 山 ：‘ ／ 見 ノ、 部
セ 浮厚 1母 係

石
砂川 主 又

Jレ 石 十 ノ、 Jレ 礁流 ト ノ、
弓と 居 五域 司＝－ 屑、 及域 シ jiiJ 
ノ ヲ 米 内 主 暦 来占 ーー 士r 海
ノ、 挟 以 庚 ト 土柏 3守 治
特有上 ク シ ヨ 庚 野岸

一 シ ーー 分 フー リ 域 JI[ 一
共且逮布 火 成 ヲ 流 費
厚 ツ ス シ 山 リ 領 域 達
キ 昆 質特 性 回 シ ーー セ

弓云 ーー
ノ、

ーー 物 代 東 護 Jレ

ノ ヨ 閥低 質 丹部 遼 ヲ
ナ り 東 山 ヨ 那 海 -t 常

フー 司王 性 リ 浮岸 Jレ ト

ト ノ、 野丘 成 橋地 弓云 ス

ス 火 ノ 陵 ;t〆 ノ 方 ノ
山 司云 :J;-tf! ヲ 諸 ーー ーー

耳..... 寄, ノ 及 以 盆於 レ‘〆

屑 ーー 韮 7・ ま也 プア フー

ト 類地 前 及 ノ、
蝶砂分 似 ーー 記 上湯

離 セ 厚 ノ 大 河 及
四

シ ノレ ク 第
村見 熱原

手占
雛． 弓号 護 四 土
キ 火達 来己 筏海 ヨ
弓き 山 -t 居 場 多 リ
ノ 岩 ト 等賀 成
ア 屑 厚 医 一 字 リ



セ 異被 従等 サ t.m ト

ノレ ーー 覆熔 ヒ ノ（，、）百（ロ）毛 ノ 火

沓 セ シ 岩 τr 火 米 附混 山
期 yレ フー ノ、 其 山 火 以 天 近交 清
ノ ノ 熔共 走傑 山 下城 一 セ 府
安 、、、 岩種 向 及磯 ナ 浮 於ル ノ、

山 ナ 流類

（四）
及 火屠 リ 石 フー 司去 3七

耳島4さ4f フ ヲ 多 イtfi 山 ト 砂 ノ、 ノ 下

及 ス 成 ク 斜友伊 シ 屠 薄 ヨ 部
共箱 セ 露 熔 ヲ ノ 東天 キ リ ーー

他根 リ 出 異互 町城上 粘 成 於
局地 ヨミ 区 ＝＝与 唐附火大 土 ブー

官官 方 ト 域 ス ーー 近 山 見 ト 常 ノ、

的 一 シ /jf. 岩 シ 一 最村 互 ーー 火
ーー 護 フー 頗 室 フー 於近筏 居嘘 山
露達輝 ル 山 厚 ア ノ 場 シ 埼 "!:R. 
出 セ 石貰 ＝ュ サ 特爆附 下 ノ 砂
セ Jレ 安 ク 於 一 一 護近 部 下及一
Jレ 司去 山 F台 フー 百 共 一 一 一 部 礁
司去 ノ 疋.. 王' ト ノ、 米議 囚 露 赤 ーー ヨ

ノ ノ、 一 調 内 逮 Jレ 色位
ノ、 共 属亮 室外著 生 ス 友 ：‘ ;/ 成

共 火 ス 匝 山 ーー シ 成 大 色域
作J 山 Jレ 域 熔達 ク 物 ノ 内 上
レ F民 弓云 全 岩 ス 火 ナ 雑 浮贋 部
ノ 属 各部 ト J、、 山 リ 多 石ク ーー

火閥 熔 一 同 ク 噴 ト ノ 砂分 於
山 係 岩亙 質之 出 ス 浮 礁 布 フ－

一 明 流 リ ノ レ 物 石 居 7. ノ、

属 瞭 ノ、 布 火 カ qt ノ ア 下 E
ス ナ 常街 山 被最 堆 Jレ 丹大
Jレ Jレ 一 シ 岩寵 弓と キ責 ヲ 努F ナ

五
カ 弓云 多 一 屑 セ 新 セ 検 山 ノレ

ヲ 南 少般 ヲ ノレ シ Jレ ~ 同 'fr..' 
明部外 一 合地 キ 弓と リ :1:1!! 山
3ユ 区 観第 有 盤 暗 ノ 方 Iι'T 
ス 域及 一一 ス一 ノ 赤 =- 及傑
Jレ 一 治紀 起 モミ シ 1:tJ ト

ヲ 強質厨 伏 黒 フ・ 甫 t盟
得逮 ヲ ヲ ーー 色 厚． 村 I月



』参 斜 三結流 ノレ 抜地 山 相 サ

着陣 糎 色 叉 輝五域（.. ) 及互 Jレ

セ 石 望号、 ヲ ノ、 石 百 ーー 共複 司去

ノレ 及 ノ 呈 集 安 米千下 熱 他 雑 ノ
弓き 撒 モ ス 塊 はl ノ シ 海 ノ ナ ア

ノ 撹 ノ Jレ 岩岩 山 第集 熔 ノレ リ
ノ、 石 ヨ 弓云 ト 塊地 一 塊 岩 開 叉

亦 ノ リ 之~ ト 一 紀熔 ト 係 イ予
熔斑 顕 v BU 之 亙居岩 甲 シ ヲ 東

耳苛 品 大 ヲ シ ヲ リ 或 フー 有 町

質 ヲ ーー 組難腹上 ノ、 執 教a
五 ス 附

ナ 有 達成 キ 着部第海 大 ノレ i丘
ノレ シ シ セ コ ス 熔 凶 地 海 BU ヲ ーー

司云 石 稀 Jレ ト ノレ 清紀方
熔

シ iヨ、 ノ、

概基 一 岩 多 熔 ノ 城 f!)(j 更 フ－ 上t
シ ノ、 直 塊 シ 互μ王d『 ll5t 唐甫 石1-1-1 一 f足 較
フー f段 ｛~ ノ、 本 ト 去 ヲ 村 噴 主主 的
fノLj 品 三概岩 ヨ セ 被軽 日i 上新

解質 十 不 ノ リ Jレ 謹井 ノ 主主 期

主E 叉 糎撤熱 成 部 シ 韓 ！｜国 一 ノ

シ ノ、 官余 概海 Jレ 分他及 位共 噴
ク 波 ＝輝軽モ ーー ノ 丹 ーー 主 出
容王製 及 石 井 後 ノ、 熔那 依要 ーー

易 基 フ ＇－！；..＇揮者常岩盆 り 産係

一 流 司去 山 丹 2、 一 一 土om 7 均品 ノレ

指品 ノ 岩那 概露 ア 附 各 名 玄

頭質 ア － ー
地 ネ 出 蔽近 熔 ヲ 武

一 構 リ レ・』〆 方 分 セ ノ、 及 岩冠 岩
フー 主監 フー てT 一 解 Jレ 多 流 シ 流

歴 ヲ 多 多露 セ 岩 、 賀 ヲ 執 ア

陣有 少 ク ノ、 Jレ 石 司ラ ノ 紋 海 リ

ス ス 国 .，，.、 Jレ コ ハ熱西 主E 箱此

Jレ 市 味 紫 、 ト ー海部 ス 根 ノ

ヲ シ ヲ 1民 弓壬 甚般地 ヨ 4、、 天如

得 テ 帯色 ノ シ 一 方 シ
城宮 各ク

" 是 フ ヲ ノ、 ク 角 ー 犬

シ 等 岩呈 紫~ 稜於見 土 火

治 塊 シ 色 メ ヲ テ Jll ノ 山

塊 ノ、 直 ］う ーー 有 ノ、 上 諸岩

ヲ ヱ昇傾至泥 ス 海流 火 ノ、

↓ムハ



治 流 雄長及 京苦 ノ 不Ti 品 有紫佐

屋（三）品 一 石軍 内 下 シ（，、）質色蘇美（ロ）

ノ 質 沼 化科 外 ーー 字 構鏑 輝 熔

西猪 ナ ヒ 作 輝 ノ ア f左 宇語物石岩初

側 山 リ てr 用 石 斜 リ 美 佐 ヲ ノ、 .=. ーー ；軍

山 熔 ト 資 ヲ 一 長市 及 美示 緑 シ被熔

地ニ 岩複
ス 紘 受 L‘ 〆 石 シ 車問 熔 シ ジ己 ア 覆 岩

色 ケ てT 一 ヲー 代 岩複 線化稀 ~ 斜

露輝 ノ 包輝 粍伊 町 泥作ユ フ 方

l丹 石 蛇 基石 内 東 附 輝質 月1 _'qi Jレ 輝

ス 安 紋物類 外 問げ 近 石物 ヲ 斜岩石

岩 山 石 一 ノ ノ ノ 一 安 ヲ 受輝石安

石岩 ーー
’田吉倉 合 開東 T 山 ノ白弘、 ク 石 ノ、 山

ノ、 費 ム 有． 石方 ノ、 岩有石 ヲ 黒砦

淡伊 化皐 量 斑 一 日 ス 基 伴 色

青豆 ~ 斜 ノ、 品 於 金 う，~~1・ ノ、 フ 椴字

色 山 l} 輝 部 ヲ てT 山 佐 輝斜平寄 i友
又 ノ 石石分 ヨ岡戎山】~ ノ、 熔 美 石長 一 美
ノ、 北 基ハ ＝』 メ 教 Eιff 附 長石 シ 村

茨背 ノ、 概 ヨ 得厨 ーー 近 石 ノ、 フー 初

白 山 致 ネ -"-.. ノ 依 網 及 中 斑津

色地 理新著 キ 集 リ 代 磁性 晶 ヨ

ヲ ヨ 中 鮮 シ 粗塊 てr 町 鍛 長 弓云 リ

呈 リ 一 ナ キ 葉室 熔 被 ノ 鏑石ー 伊

シ猪 輝 Jレ キ日 質岩 覆 甫 ノ J'J 耗東

質 山 石 モ達 ノ ト ~ 西 微至 ヲ nrr 
粗石 長斜 ア 司壬 互 フ 方 日回日 曹越北

葉室 -9J 石方リ ノ 居 レ 及 ヲ 1定 ニヱ． 端

ナ 場 磁輝斜 ナ セ 伊 fJ子 合長 Jレ ーー

リ ーー 鎖石長 リ リ 東 東 有石 司云 亙

斑亙 鎖 ノ、 石 斑岩 町 町 シ 一 ノ ノレ

品 Jレ 粒往 ハ 品石 一一 ノ 徴層 7飛 1t'J 

七
ノ 指h ヲ ノそ 曹 ノ、 ノ、 於 甫 品 シ シ 7，羊q 

主 域 合共友 斜 暗 プア 方 質概斑地

ナ ト 有野 長 長黒 ノ、 並 Jう 不 品 者？

Jレ て日h-、 ス 開石 石色 一 至曹 ノ、 一
司壬 I実 }J., 面 一 紫 ヲ 室 東 波長斜 j落

ノ 村 波 又 近 蘇呈 山 方 理石 長 r/¥ 
ノ、 ~： 理 ノ、 ク 輝 シ 熔 一 基化石 シ

斜鍛 某裂背 石五 主ヰ 分 流 シ 及
＂＇・7-



ヘキ ヲ 輝 斜間美西懸井シ 多長

（へ）ル 検 示 石長石附部ル等北（ホ）カ石
集スセナ石 ノ近ェヲヨハ ラ＝

梅塊 Jレリリは斑＝於見リ猪日スシ

木熔ニ石撤曹 品 於 テ ル 以 山金石テ

姫治茨恭撹友ヲテハへ南熔山基普

之ノ曹ハ石長有ハ中ク遠岩熔ハ通

湯岩長輝ハ石ス集犬猫クノ岩暗二

熔質石石品附節塊見ホ大上撤色粍

岩ハユ粒形近理熔村共仁＝横波大

誠 前相斜不ノハ岩 ＝ ー 附 甫輝喋ナ

嘩記官長完モ不ヲ於端近ハ石ヨル

質熱ス石全ノ明伴テハエ字安 F モ

複海ノレ磁＝＝ナへ第北達佐山成時

輝集消鱒シ麗 ル リ 凶 西 シ 美 岩リェ

石 塊光鏑テシモ岩 紀 ＝ 千 熔 長六

安熔ヲ粒園楽時石城亙苅岩日石粍

山岩~及味片トハ屠リ桑ノ金磁乃
岩トス少ヲ双シ暗ヲー原上山鎖至

全ヲ量帯晶テ黒不島等へ瀧鏑ー

中ク以ノフヲハ色整町＝流地粒糎

犬同 テ無ルナ厚乃合ノテ出山 等ニ

見一斑色モス板至的北ハセ玄共建

村ナ品波概モ献紫＝束熔シ獄中シ

梅リヨ環ネ累ヲ次被方岩モ地＝輝

木 リヨ新帯母色覆市ノノ 方散石

~［＼［ モ リ鮮 構スヲス山厚＝海在ハ

之 酸成ユ遺コ呈 Jレ 新 サ シ抜ス斜

湯 性リシ＝トシヲ田ーテ五 方

西 ナ科テ乏ア堅見ノ凶西百 及

方 リ長特シリ硬 1レ渓十部米 皐

ノ ト石有輝鏡＝へ谷米ニ以 斜

山 云ハノ石下シクュア於上 ノ

］頁 フ紫光ハュテ玄現リテノ 雨

部 へ片彩淡之科撤ハ語ハ山 種
ユ シ双ア線ヲ長地ル慮民頂 ナ

搭 ギ品 Jレ色検石方 rm －＝－ 坂部 ル
出 岩面侃ノス 輝 及 シ 飛 桑 ヲ モ

シ ユエ光車 ノレ石字テ湯原形 共

活 伴就色科＝撤佐市ノ＿，，~成 数

A 



ス リ 2尺 ノ ＊理 晶 金 山 相 輝 斑 四
Jレ 成 白 柏（チ）ロ ーー 一 山（ト）熔蛍 石 品 紀

徴 リ 色峠 玄乏 宮 熔 耳μヨS「 ス 柏、 ノ、 城

球無 叉 一 多 武 シ ム岩網 ト Jレ 多 大 居

腫 色 ノ、 於 賀 λ叫コ久 ク 斑ヲ代 ノ、 jJ 童 サ ヲ

ヲ 叉 青 ア 熔 質輝 品 不熔 別如 ナ 五 被

合ハ 色 ノ、 砦 ナ 石 ハ整岩 ノ ク リ 車t 覆
有黒 ヲ 第 破 リ 一 斜合惜 噴 ヲ－ ト 以 セ

セ 色 呈 ILLJ 喋 宮 長 的檀 出 Jレ シ 上 ノレ

リ ノ シ 紀 質 、司、旬 石 一 輝 源 弓壬 石 一 執
斑 毛脆柏 石 磁草被 石 ヲ ＊王, 基 達 ~j 
品 献 若草 峠 英 銭斜 覆安 有 質 ノ、 ~ 集
ト 車古 ーー 暦 安 鎖輝 ~ 山 ス ノ、 朗 1レ 塊
レ・』〆 品 シ ヲ 山 及石 ル 岩 Jレ 刻：＇l ノレ 司云 熔
フ司 ヲ ア 貫 岩 長及 網 司壬 之 波 共 先号
ノ、 合気 キ 石撒代網 ノ 湯 宝襲 量 ノ

角 有孔 ？ア 多 ノ 撹唐代 ト ノ 一 多 上
閃 シ ーー 敦賀 量 石 ト ノ 司壬 ;.j~ 宮 jJ 位

石同 官 レ 村 ノ、
ーー 互南考部 ム フ ヲ

石方 、、、 弓云 上 輝 ユ、ノ 居部 ，、、 ヨ 徴 ス 占

英 向 流 熔 多 石 フー セ 及 フ リ 品 斑 ム

斜 ーー 2虫 岩賀 ＝＝」 案書 1レ 弓r斗A， ノレ 南 質 品 2ノt王zι 

長並 明 流 ノ 豆長 熔佐 :.lt ナ ノ、 石

石 7tl カ ヲ ;.Jt ク 石清美 一 リ 斜 ノ、

.IE シ ナ f完 部 構ハ 流村 走 ト 長 時

長 テ リシェ 遁 曹 タ 留 Jレ ス 石 2尺
石流 之 共 於 ノ、 次 リ 回 耳μ三s『 本 翠 色
皐理 ヲ 他 てr 波 長 岩附 脈 岩 宗ヰ ヲ

斜 ヲ 鏡伊 第 球石石近 ト ノ、 輝 呈
輝示 ド 豆 三 基 ーー ノ、 一 同 日 石 シ

石 セ － ー
山 毒己 流 属 友露 一 金 及 政

及 リ 検 一 屠 品 シ 黒 日1 ナ 山 紫 王繋

九
紫或 ス ヲ 質新色 ν 、 Jレ 熔 rぷ 質
蘇ハ ノレ 露貫 ト 鮮 ＝ュ 網 ヲ 止ノr士zL 輝
輝放 ーー 出 キ 稀 ナ シ代 以 流 石 シ

石射褐 ア 伊 ス リ フー 一 τr ノ T 

等緋色 リ 東 Jレ 石 斜於 或 オミ シ 斜
ア 港政 治奮 ヨ 基長テ ノ、 端 ア 長
ノレ ヲ 礎石街 リ ノ、 石ハ 日 部 紫 :{ i 
モ有 ヨ ノ、 道 ノ、 波 斑 日 金 蘇 ノ

I 



離色石レ 紳心 グナク 何

スヲ安タ祉ト附ル Jレ猪以 レ

ル呈山 Jレ附シ記モへ山上 モ

続シ岩ト近テ ノ シ 熔 ハ 極

色甚＝コ及 放 熱 ＝－ f!!p 岩熱 メ
ノシ属ロ ヒ 射 海 シ チ 以 海 テ

岩キシェ丹 駅 地 テ 熱 下 火 小
塊ハ築ヨ那＝方日海多山 量
ヲ白色レ陸走ェ金火賀＝ ＝ 

残色 ユハ道レハ山山熔属 過
セ或シ第束ル数熔ハ岩ス キ

ルハテ三日モ多岩初ハル ス

コ紫斑紀＝ノノハ津新熔 然

ト紅品居現、岩明及期岩 レ

ア色少ヲハ如服カ宇ノニ ト

リノク貫レシアェ佐噴シ モ

テ粘質通略就リ夏美出テ 概

共土竪シ束 中 殊 新 熔 ＝ 熱 ネ

献ト硬走西 :e: ＝－ 期岩係海 新
恰化 ナ 向ュ大伊ノノノレ集 鮮

モシル北走＝豆噴噴モ塊 ＝ 

集共モ八 レシ山出出ノ熔 シ

塊内温十ルテ及物ニエ岩 テ

岩往来皮 モ 著 魚 ナ :illi シ初 包
ノ々作東ノ シ 見 リ テ テ 津 基

分 未用 ＝＝キ崎ト集恐熔 物

解グノシシモ方ス塊ラ岩 ＝ 

セ 分翁 テテノ面 熔ク宇 乏

ル解メ甫丹ハ＝ 岩ハ位 シ

モ 完概 東那熱多 ヲ第美

ノカネ＝陸 海 ク 仲間熔

＝ ラ 分 念道ノ主 フ紀岩

酷ス解斜開束ト 日以ハ

似 シシ セ整方シ 金後共

セテテリ嘗海テ 山＝噴

リ葱黄岩時岸熱 熔局 m
皮色石碓ヨ栴 岩ス比
AA 31... ハカリ町 ヲル較

ニハ複 メ来ヲ 流モ的

剥褐輝ラ宮中 シノ古

二
O



． 

Jレ椋 ナ へ 滑 ス徴成＝

徴 子ラリヒ（ロ）ル量レ於（イ）
細扶ス岩 テ モノルテ

ノナ之石露卒共政モハ須

磁ルヲハハ石石王家ノ海雲

餓モ 鏡 青 Jレ 熔基ヲ＝按川

鎖多下次、岩 ハ 有 シ 六 集

粒クエ色 タ1：誕著ステ宵塊 乙
ヲハ検ヲ箱蘇シ腰岩米熔（1)

包共ス基根輝 ク 結 塊 ノ 岩 箱
有稜ルシ火石分物ハ山 外
セ ＼角＝粗山安解ハ純地須輸 根
リヲ斑商ノ 山シ熔黒エ雲 熔
輝失晶＝甫岩少岩色亙川山 山

石シハシ西）許質ヲ））ノヲ 拘

ハ結斜テ麓三ノ＝呈銭南構

紫品長輝字園；侭シシ IH 崖成

蘇ノ 石石可峠子テ翠セヲス

輝周輝及 i額ノ欣一斜リ構
石建石斜及 東 長 般 輝 岩 成 J11'〆

エ ニニ 長束麓石＝石石シ毛

シ沿 シ石津ヨノ淡及ハ第ノ

テヒ テノ地リ散褐斜輝三

共 帯斜政Eノ箱私色長石紀
量欣長品渓根セヲ石 'iK 居
少ナ石ヲ谷町 ル 呈 ノ 山 ヲ

シルハ有並ノヲシ斑岩被

トカ中シニ西検斜品塊覆

雌或 性概笹方ス長ヲトセ

モハ長ネ原子ル石有之ル

多結石竪新石ノ及スヲモ

色 M1 J':J 硬岡ニミ紫石勝ノ

性ノ至＝山至 蘇基着＝
明 111 曹シ中 ル 輝ハスシ

ナ :Aと次テ新芦 石結ノレテ

リ部長 色 （1! ~Ti 湖 ノ品熔知i

副ュ石見ll 附ノ 斑質浩宿
成密ェハ近 間 晶ニトノ

分集嵐明＂＇－ j~~ ヲシヨ南
トセシ白及ェ 有テリ方



一 石 ア 極 ヲ 時 布 質土通 流 三〆

亙（＊）及 リ メ 護 ＝ス（.：.）ノ ＊直（ ハ）晶 フー

磁 ゑヰ フー ス 片岩 司壬 ーー f豆 質往

熔 山 織 長 l:b 鏡欣石鼻 ノ シ 六湖構 k 

耳Ii三s' 伏 鏑 石 ク 下 ヲ ノ、 風 ナ フー 糎尻遺寅・

流 熔 ノ ノ、 執 ー 呈 鞠 山ル 濃 内 集 ヲ 緑

ヲ
岩時

微 曹 レ 之 シ 色熔 へ椅 外塊有 色

f完 品 次 司壬 ヲ てT Jう 岩 シ Jう ノ 熔 ス ノ

シ 檀 ヲ 長 新 検敢至複 至 モ 岩 車

噴 輝 』散 石 鮮 ス 粍淡輝 紫 ノ 斜

埼 石 布‘ 一 ナ Jレ ノ 青石 禍 ーー 湖 輝

ノ 安 セ 近 リ 一 厚 色安 色 τr 尻 石

厚 山 Jレ 似 皐 斑 サ 堅 山 ヲ 黒集 ヲ

暦 岩 弓云 シ 斜 晶 ーー 密岩 帯色塊 含

ヲ ノ 泉 輝 ト 剥 ーー ヒ ヲ 熔 メ

以 箱 ヨ 帯 石 ν ．‘ 離 シ 昇 少 呈岩 リ

ア 根 リ 構 ノ、 フー ス フー 風 量 レ‘〆
ノ、 石

蔽 火 成 遁 淡 皐 Jレ 肉 山 ノ 撤箱 基

ノ、 山 リ ヲ 緑 象ヰ コ 眼全 白 関根 ノ、

Jレ ノ 徴 震 色 輝 ト 的部 色 輝湖 栴
、 西 品 セ 一 石 ア ーー ヲ 長石尻 子

司云 部 質 Jレ シ 紫 リ ハ構 石安峠 朕

市 外 ナ ::I フー 蘇断 一成 ト 山 附 長
ノ

輪 リ ト 時 輝 口 ノ シ 撤岩近 石
瀬
ノ 山 ト ア ーー 石柏班長 棟 ーー ーー 輝

東 ヲ ス リ 紫 斜介 晶 ク 石 島於 石

方 成 石 蘇 長．殻 ヲ ~t ト ス フー 粒

渓 セ 基 輝 石欣認東 ヲ 臨 山 磁

問 Jレ ノ、 石 及 ＝ュ メ 方 合結伏 銭

一 一一 無 ト 磁 シ ス＝ 有物熔 鎖
一

於 園 色 十 錨 てT 板流 ス ハ 岩 及

フ． 山 ノ 字 鎖鎚 朕 レ 想甚 ノ 波

共 山 波 形 ア 撃節 てr フ シ 下 理

好 伏 理 ＝ュ Jレ ーー 理須 =- ク ーー ヨ

露 峠 中 ；：λe ． 司云 逢 ハ雲 岩分在 リ

及 一 叉 一 フ 好川 塊 解 リ 成

ア ;It: 粒 セ 般 フー ク 流 ト シ 岩

リ 同 紙 Jレ 一 金護域 同 時塊 波

:!f:} ノ コ 共 届 達 一 一 ーー
ノ、 理

石 腹 輝 量 音 シ損 岩泥普 基



欣テ東南 褐質 有理ツナハ石ハ

ヲ岩方岸（ト ）色ノ（へ）スヨ量ル前及ー

翁質＝ノ 多岩 リ砂外者撤般

シ粗ハ附鞍孔石湯 成ク被＝権ニ

伺葉室 長 壁 掛質ニ河 リ概ヲ比石背
桂ナグニ山ノ シ 原 波シ有シノ次

ハレ斗露熔波テ泥 理テス多斑又

亦ト /JI ハ岩王家茨熔 基彩 Jレ 量 晶 ハ
之モ Y レ議中黒岩 流多モナヲ次

ヲ竪テ頗輝 ＝ 色 品ノノリ有色

横費員ル石料 ヲ 湯 質割ア斜スナ

断ナ鶴厚安 長 呈 河 構目リ長鏡ル

スリ崎犬山石シ原 浩ヲ而石検モ

ル舗ヲナぎ Ji ￥.鳥谷 ヲ有シハニ火

第理成ル 斜色及 有シテ共依口

二 好 セ熔外輝叉ヒ ス之共成レ壁

ノクリ岩輪石ハ共 本＝包 分ハニ

節費岩流山 長 持 東 岩沼褒曹斑ア
理達石 ヲノ蘇褐隣 ノヒ物次 品 ；t
ヲシハ矯南輝色員 紫分ハ長中モ

有多普シ部 石 ノ 砂 結解有石牌ノ

ス角通共ヲ及小川 色シ色＝石ハ

~柱育一成磁礁ニ ヲテ波近ハ往
晶欣次端セ鶴 ヲ露 呈貰・考書ク翠 k

ハナ色ハル鏑雑出 ス色輝 長斜紫
斜 Jレナ荷鞍ヲ 有 ス ノ レニ石方輝色

長モル方掛合ス主 毛捷及形石ヲ

石ノモ岩山 メ小ト ノセヒヲ及帯

単語往戸及リ磯シ ハリ磁震紫フ

斜ハ々山共 ハテ 共石鍋シ蘇岩

輝垂褐＝東 複火 中基鏑 包輝質
石直色至部 輝山 エハナ装石竪
及ユヲ テノ 石友 多斜リ物ノ硬

紫並帯俄山 安泥 量長撤＝二＝
蘇立ヒ然嶺 山ヨ ノ石間宮種シ

輝シ 斑 念 並 岩リ 赤磁石ムアテ
石或理下ニ z 成 鍛鍛ハモリ陣

＝ハ砂j シ 須 シレ 錨鎖形亦テ石

シ放＝叉雲 テル ヲ及小透後斜

テ射シ南川 浪軟 混波且明者長



質テ＝節岩東 禍有リ Jレ流 長後

ナ紫検理石方（リ）色シ鏡モヲ（チ ）石二
リ蘇スユハエ 及石検上靖 磁者

輝 Jレ宮暗流根無基ス部セ鷹鶴ハ

石＝ミ繰布府色ハルハリ巣鏑共

及斜鹿 ）J シ川ノ波＝弐本山及量

燐長＝至テ熔球環共第岩熔無略

友石ヨ青米者理＝下ニ流岩色イr'i

石翠リ友紳輝相官部黒ハ複波仲

ヲ斜テ色村石交ミ塊色共輝球ス

見輝ハナ以安互共献波上石ヨ斜

ル石唐 Jレ南山セ中ナ理下安リ長
コノ々 モ 根岩ルュノレ質部山成石

ト斑 瓦時府 モ粒モトエ岩リハ

ア品ヲェ川 白ノ欣ノナ於 波共

リア積又江銀＝ノハリテ東理成

村正ミ栂；市 肉シ 輝斜 褐岩部基分
基斜タ色＝聖テ石長色質 外流曹

ハ長ルナ至南針及歪多ヲ 輸品次
波石カルル星欣磁中孔具 山質長

王家ハ如コ海ケノ鎖性質ェ及ノ石

中曹クト岸山徴鋪長部シ浅構ュ

＝友共ア一等晶ノ石ト下問造近

長長厚リ帯ヲ相微 l 交部山ヲ似
石石サ微及成集品皐互ハヲ有シ
椋＝二品ヒシ リ散 斜ニ ，育構ス概

子シ糎質須鞍テ在輝累次成 ネ

磁テ徐 ）J 雲 掛流セ石墨色シ 新

鍛 包ニ至川山理リ紫シヲ昇 昔、下

鎖 裏利 融甫熔ヲ叉蘇最呈風 ナ

粒物離密束岩呈上輝上シ山 リ

ヲニス質岸ヲス部石部結熔 石
合乏 Jレニ附被 黒及ノ、品岩 基

有シヲシ壁覆 曜磁黒質ヲ ハ
シク見テェシ 質鎖曜＝蔽 輝

球副 Jレ一好テ ナ鎖石シヒ 石
竣成之般ク火 Jレノェテ厚 粒

基分ヲエ露山 モ 斑移 椴キ 椋

流ト鏡板ハノ ノ 品過 密熔 子

品シ下 11たル甫 ハヲセナ場 ti犬

二
問



一 及 並 司と 蘇 、、、 方 長ハ 司と ノ

類元（ヲ）＝ ノ 輝時形石黒 (Ji..) ノ E: （ヌ）

シ 年百 暗 多 石 ーー 一 ノ、 色 ーー 塊

ノ口、 根 駒茨 ク ノ、 斜 シ 首ゐ 又紳 シ ヲ 大

淡 町 ケ 色 肉 多 長 フー 7沢 ノ、 向 フー 交 卒

資以 撮 ノ 眼 色石概長紫＝ 火 フ 蔓

色北 熔波 一 11£ ヲ 不 石双子 山 ノレ 集

波 湖撒費 王繋テ 著包泉 一 色 山 晩 幸江 塊

理時 ヨ之 シ 、、、 帯 属 粗熔 (2）年 業主 岩

光 ーー 檀 リ ヲ ク フー k蕃 シ 質岩 一 脆

揮沿輝 成識往輝浩割 ニ複 火 於 耳司 大

ヲ ヒ 石 Jレ J.lrj k 続 ヲ 日 シ 輝
口

ケ ノ 千

有 ア 安 ス 共岩魚 一 フー 石 yレ ；；王' 憂

ス 露 山 Jレ ｝司 宇停 シ ，長壬壬当z・脆安 丘爆 石

Jレ ノ、 岩 コ 建渇共 ミク 山 ヲ 裂 ーー 議

撤 Jv ト 禍 ヲ 外且梢岩 構 一 シ 達

撹岩 中 ヲ 色錆 縁 、y 鏑 成 f半 てr シ

石石 央 得 又 セ 屡 輝鉢箱 三ζ ヒ 赤 ＇，主主；；

ヲ ノ、 火 石 ノ、 Jレ ノ々 石吠根 プア 手 一ノレ
兵 黒 口 基黒 司云 融 粒ヲ 火 生 ~伶,,,,. 熔

有 色丘 ノ、 色 ノ 蝕磁呈 山 モ
セ 易 耳μ王4『

ス 斑 ナ 都 ノ ア セ 織 シ 中 ノ シ 一 ヲ

Jレ 欣 Jレ 子磁 リ フ 鏑奈l夫 司云 崩 蔽

差 ーー 駒 般錨又ル燐長火 ノ 凄 A.. 

ア v ケ ノ 鎖紫皐友石 r~ ナ セ

ノレ フー 獄 長 一 蘇科石皐丘 リ シ 黒

ノ 手官 ヲ 石化輝輝及斜 タ ム 友
、、、 鏑構 ;.(ift セ 石石総輝 Jレ Jレ 色

鮮 成 ~｝（ リノハ色石紳 コ ノ

丹た セ ノ 磁外濃波紫 山 ト 火

ヲ Jレ 輝鍛部緑喋蘇及 ヲ 山

五

潟 司云 石鏑 ヲ 色質輝 得 友一
シ ノ 及 ノ、 国 ーー 物石子 新 砂

紳 ーー 磁傑 メ シ ヲ ノ 山 期 中

山 :: 〆 鍛 。Jレ フー 包斑 ヲ ノ ーー

一フー 鏑 匹］ コ 包 有晶構 噴 間．

子 同 紫糎 ト 基 ス ヲ 成 日i 石

山 獄 蘇 内 ア 物 形有 ス 一 安

熔全 輝外 リ 一 ノ、 ス 岩 係 ~[j 

岩部 石 ノ 紫富 長斜石 Jv 耳’i王' 



Jレ ア ーー 湯 亙
司壬 リ ヨ M Jレ

ノ フー リ 原 司壬

ノ、 同 i農 谷 ノ

特ー 淡 一 多

一 岩 ノ 於 ク

E 脈 相 ケ 泊2
犬 中 連 Jレ 尻

ーー 一 ア 司壬 ーー

シ ヲー リ ノ ア

プー 司2ケ 組 、 Jレ

輝均 が 、、、 司壬

石一 ノ、 ヲ ノ

安 ナ 概 言己 ノ、

山 フ 不 入 時

岩 ス 微 セ 東

ヨ 執 品 リ 西
） 、

リ レ Jう 岩 ーー

言た 司云 至 石 走

第輝 轍 ノ、 レ

ーー 石 密 一 Jレ

輝安 質 般 弓去

繰 山 ナ 一 ノ

岩岩 Jレ 暗 多

朕 ーー 司云 繰 三‘／ 

一 層 時 色 土也

費 ス 一 ナ 園

移ル 波 Jレ 中

セ 司云 王家 司云 ーー

リ ノ 質 同 ノ、

（五）ナ 又 一 之
ノ Jレ ノ、 ノ ヲ

（ヲ）モ 斑 岩 省

一 共 晶 脈 時

輝湯 質 中 シ

線 fllJ ナ ーー 只

質原 Jレ フー :H 
輝谷 ト 司云 大

石 一 ::2 官官 ナ

安在 ロ 分 Jレ

湖 ナ ノ ーー

尻 Jv 附 ~J't 係以

一 渓記 日i Jレ 上

亦 i国 ーー 司云 J，、

好 ヲ キ首 係 ノ 箱

ク 辿根 v ナ ヰ艮

之 レ 火 リ リ 火

ヲ J，、、 山 翠而 山

見 常地 シ シ ーー

ノレ ーー 域箱 てT 属

岩遭 ーー 根須 ス

脈遇 ノ、 熔雲 Jレ

ノ ス 大岩川 熔

方 Jレ ノ、 集岩

向 ト 多執塊流
ノ、 コ 数 レ 熔 ー

平 ロ ノ 司云 岩 シ

JI I ーー 岩第ハ フ喝

須 シ 脈 凹 共詰

雲 フー ア 紀噴 ーー

川早リ以出須

筋 川 ！ 共 後 比 雲

一 須熔 ノ 較川

於雲岩モ 的集

ア Jll 流 ノ 古塊
ノ、 ノ ヲ ナ キ 熔

北 雨 貫 Jレ 司去 岩

西 火 ケ J、、 之 最

ヨ 口 Jレ シ ヲ 司去

リ i額 司去 熱古

南 ーー ノ 海 ク

東於ハ 熔以

及 、ア 之 岩 下

北殊 ヲ 一 1頂
東 ーー 見 比三た

ヨ 多 サ ス 新

リ ク Jレ レ 期

甫芦 司云 ノ、 ノ， 
回 湖深 後 噴

一 畔刻 期

脆代

喜重 ノ（ワ）

ナ 生
リ 成紳

物 山

プデ ？尼
リ 熔

岩岩

石
ハ大

黒湧

友谷

色及
ヲ 早

呈雲
シ ま也

火獄

山 ノ

友爆

泥裂

中 一
ーー 伴

複 ヒ

輝流

石 出

安 セ

山 Jレ

岩集
ノ 塊

塊質

片泥

ヲ 流

1昆 一
セ シ

Jレ フー

司と 晩

ノ 年

一由 爆

シ 裂

てr 時

-ー
ムノ、



二
七

量交石岩石 ハ シ 晶 亙 山
ノ ユ斑ヲ（ロ）及 共 新 ハ テ （ イ ） 岩

輝斜品被磁量鮮斜露 ト
石長ヲ覆中 鍋時ニ長 m丸 シ
磁石有シ原 鏑同シ石シ野 テ
銭ハシテ 戸粒シテ単天山 記
鎖 曹活躍熔ヨキ包斜城熔 述

及友基キ岩リ モ 裏 輝 熔 岩 内 ス

長長ハ熔醸成時物石岩吾
石石頗岩噂 リニユ紫ノ徴 天
椋ユ Jレ 流 質徴紫宮蘇北檀 fd': 
子属椴ヲ紫品蘇ミ輝端複 ク処

ヲシ 密潟蘇質問少石部輝 熔
合新ノス輝構石量ユヲ石 山

有鮮モモ石造ノノシ成安 石
スニノノ安ニ多胤テス山

ルシナト山近 量 撹 多 モ 岩
モテリメ岩キナ石少ノ）

ノ包斑ハ 細ル亦ノナ丸

＝基品之丸密部包撤リ野
シ物ハ ヲ 野ナ分有撹岩山

テ＝科貫山ルアセ石石及
徴官長ケ西 毛リラ混ハ共

品ム石ル方艶石レ在次西

質~及細ヨ欣基泉ス黒方
構基紫岩リ構ハ字書斜色二

遺ハ蘇 眠中遺披構長＝粁
ヲ波輝ト大ヲ環浩石シユ
有理石ア見 有ユ著ハテ位

ス中＝リ村 ス宮シ曹斑ス
ーュ シ先手八 ミ Ji.次品 Jレ

毛テ石幡 細斜長多五
扶佳ハ＝ 小問石ク百

ノ ヵ茨向 ナ石附石ー
黒＝黒ヒ ルハ近基十

色草色熱 長紫ノ轍ー
鏑斜ニ海 石蘇モ密米
物輝シ集 ;fJf 問ノナ高
及石テ塊 子石ニリ地

少 ヲ 長 熔 輝ト麗斑＝



ナ朕ナ 椋型及火南 山岩地
ル 火ル丸 子粒撒山方（.：.）ヲ質ヲ（ハ）

火山へ野 ョ M夫撹ナハ 構 波形
山及ク山 リ ヲ 石 ル犬小成嘩成六
ノ小丸熔 成呈エカ室室セニセ百

形室野治 リシシ女fl 山山ルシリー
態 山山中 頃時テシノ熔モテ岩米

ヲ熔熔！京 間ユ斜 岩 四岩ノ 波石高

Eを 岩荒戸 構全長石周撒、嘩ハ地
セハ最熔 遁ク石ハニ檀如中友熔

リ吏モ岩 ヲ之ハ黒マ玄シユ白費
ユ古 六 有ヲ 曹色 テ武 ハ色安

新ク百 ス認茨＝分岩 多多 山
期ポー メ長シ布） 量孔岩

ノ原米 得石テセ東 ノ質質
モ戸高 サ jう斜ノレ方 毛ェ謹

ノ熔地 ノレ至長モハ 欣シ嘩

＝岩熔 部 斑 石 ノ 小 鏑テ
シハ 岩 分 Y<. 斑、室 物一丸

テ 明及 ア長晶如村 ヲ見野
小.：＝. !J、 リ 石 ュ ク 川 包浮 山

室第室 石＝富本奈 戴石ノ
山四 山 基届ミ岩海 ス ノ 東
熔紀熔 ハシ石ノ岸 本観方
岩以岩 波新基噴ュ 岩ア約
ノ 後 ハ 理鮮ハ出及 ハ H ー

噴 ノ総l 粒＝轍源、ヒ 同長粁
出噴テ AA シ密ハ西 高石五
掘出天 ノテ Jl 津 方 地及ヲ

タ＝城 輝包多谷ハ 自H 角距
Jレ 係火 石裏孔理伊 チ閃テ

大リ山 及物質製東 任石
室六＝ 磁多ナ士町 約斑位
山首所 銭シリニ鎌 ハ晶ス
ハー 属 鏑撒斑依田 百ヲ Jレ

現 米ス 並撹品レ渓 米有六
在高へ ＝石ハハ谷 ノス百
向地キ 斜ハ斜大ニ 錨 Jレー

美ノ熔 長不長室達 欣安米
麗鑑岩 石整石山シ 火山高

二
八



リ 本 ス 鮮斑多 ν ‘ 

うた 地（イ） 石 ナ 品数 フ司 一一一
山~ ｝基 リ ノ、 ノ 一一 島一
耳μ王J『 ノ 奥 ハ単科 肉 島 町

中 基野 破斜長 ill~ 町 ノ

最盤熔 理輝石的 ノ ~~ 
古

成ヲ 岩集
中 石撒長 ~t ーー

ノ 成 ーー ノ、 梗石 方在 丁
司云 シ塊 長資石斑境 リ

ノ 共質 所 石繰及品 JI[ フー t二1.~ 
ーー 犬輝 析色車 ヲ 筋資

シ部石 属 子 一 斜有 － ー
i頼 士

フー 分安 未 及 シ輝 シ 於 JI[ 熔
止七 ハ 山 ヒ てT 石表 フー ーー

石I-Lt 地 集岩 詳 磁外 一 部 ハ滑

方塊及 及 銭形 シ ノ、 熔 ヒ 撤
ノ 質粒 鎖巴E フー 多 岩長

楕
外輝棋 局 ノ シ斜子L ノ 舌

輝泊石安 昔日 徴 キ 長質 厚欣

津安山 品 モ石 ナ サ ノ 石

ノ山岩 的 ヲ ノ ノ、 Jv 三熔 安

東岩
熔

ノ白色、 少曹 司云 十岩 Lll 
方 ナ 伊 有 ナ 次下米流
香ル東 石I-Lt レ、／ ク 長部 ιl ヲ

貫モ 町 波柱石 ノ、 上~
山 下鎌 王家 k ーー 堅 ア セ

熔底 岡 基長麗密 リ リ

* ノ ノ 流石 L‘ ／ 一 岩遠

一 一間 品 ヲ 撤 v 石 ク

被部方 質包概 アT ノ、 北
覆ハ ヨ ナ 、、、 石柱 時方
セ f革 リ リ 所 ノ、 k 茨 ヨ

二九

フ カ 奥 謂 I開 担2 色 リ

Jv 野 輝味献 1う 流
、 粒方 紘 ヲ 節 至下
モ欣面 ＊＂士号特理 黒 セ

ノ 3，子C1・
一 ＋持 ヒ ヲ 色ル

弓云 山亙 遁概現 ーー 司去

亦岩 リ ヲ ネ セ シ ノ

同 タ -r 量新 リ プ ＝ュ



面 遁 王家 石 縁成 シ イ七 ヲ ーー 車 質

岩（パ）ヲ イ十 弓2と 色 シ（ロ）モ 作 本有 境 科 ノ

一 成 月1 亦 粗城 脆 J+J 耳μ三f『 ス 質問 弓云

貫 下 セ ト 全 1；立居牧玉栄 ヲ ノ -t 石 ノ

カ 舶 共 部 一 之作受 下 リ 一 ナ

レ 原 一 縁 シ ヨ 郷用 ケ 底 石 シ リ

葛 及 多 泥 フー 熔 ー タ ーー 基 てT ト

城 葛 量 石 斑 不 岩テ JI〆 在 ノ、 紫 ス

山 按 ノ ーー 品 整粒粒皐 Jレ 輝蘇 岩

附 山 曹 境 ノ、 合棋 j氏 持率立 石輝石

近 熔 長 質 斜 的安 一 輝~た 長石 ノ、

岩複
石 -t 長 一 山 費石安 石 ノ 黒

於 及 リ 石被岩 ス ーー 山 椋存 色

プア 輝 繰 石 及覆 Jレ シ 耳島I宝, 子在 一ノ、 石 泥 基 輝 セ 牧 フー ノ、 及 頗 シ

J混 安 石 ノ、 石 フ 之 至石敏 磁 1レ フー

茨 山 生 波 ナ Jレ 提日 レ 基密 錨稀拳

質 岩 成 王家 Jレ 叉及 リ ノ、 暗 鎖 ナ 大

角 セ 基 司云 獅横 輝緑 不全 jう

壁 下 フ f在 斜子 i頼 石 色 ヨ 斜 至
主壬1,_ 舶 Jレ 品 長徳演附 長 ーー リ 長頭

ノ 原 、 質 石近 石 シ 成 石 犬

中 一 ア 構 ノ、 倉 ーー 椋 フー リ ノ、 ノ

部 於 リ 建 組附賦 子本 毛著安

及 てT フー ヲ T 近 存 及岩 艶 シ 山

上 ノ、 磁 有 方 一 シ 波 ト 欣 ク 岩

部 集 鍛 セ 解露 第 理 ＿，.、 構曹塊

一 塊 鏑 シ 石 出 一 ヨ 共 遁長 多一
一 質 粒 弓云 紘 ス 高己 リ 耳μ三Ji 若石 量

熔 凝 及 ノ 泥 Jレ 居 成 質 シ 化 ヲ

耳μ王' 主え 長 、 石 司云 ト リ ヲ ク シ 包

流 耳'1 石掬l 及 ノ 共 7G 異 ノ、 輝 有

ヲ ヲ 訴 ク 曹 弓壬 ーー 来 ーー 波石 ス

~ 被 子 ナ 長亦 本 f妓 ス 理 司云 斑
。

シ 覆 ト Jv 石 同 地 品 斑 基 多 品

共 シ 共 弓壬 ユシ 方 質 品 流 少 ノ、
T 一 現 費岩 ノ キ持 ノ、 品 総説

第 石 粒 時 質石基 遺 曹 質泥 長

芙 -!{}( ノ、 シ ノ、 盤 タ 長 構質石
一
高己 粗 構 ！防 輝 暗 ヲ リ 石 造物 及



黒 A白、
ーー 石覆 一一 ケ 屠 ヲ＝ 石 ノ ノ一

色（ホ）有 属 ノ、 シ（.：：.）紀 Jレ 之 及 縁 ア 安

シ シ I！音東 ノ カ ヲ 近 磁 泥 リ 山

シ鷲披 多次方上 弓云 如塁手 接 鎖 石 政E r王, 

てT 頭理 少赤 一 船 ノ ク ス セ 鏑 一 品 ナ

斜 山 基曹 色流原 ナ 饗ル Jレ ヲ 費 ノ、 リ

長熔流 長細 下熔 1レ 質 一 官官 ノ白色、 質 会ヰ ト

石岩複 品 石 粒セ岩紫 へ著木 ノ／、J 有 セ 長 ス

斑 質化 ニ ル ク シ 耳μごsf ノ、 シ Jレ 石 岩

品輝 ナ -le シ モ蘇第 カ ノ、 費 破 司E 翠 石

二石 リ 1レ フー ノ 輝三 フ 一 質 王繋 ノ 斜 ノ、

粍安 司壬 斑 、 石紀 サ 般 最 基 ア 輝 茨

内 山 著 品如安居 Jレ 一
弓云 ぉt リ 石 黒

外岩 シ ノ、 ク 山 ト ヲ 費 著 日rJ日 有 及 色
ノ ヲ3 斜共き共以 質 シ 質 色 紫 ：；；二←I 

モ 駿 フ 長分 ーー ア 作 ク ナ 鏑 蘇 ク

ノ 東 ス 石布 中 本之 月j 多 Jレ 物 輝 ノ、

ヲ 対E 紫及 ハ狩地 ヲ ヲ 量 司云 司云 石 時

認静 蘇紫未野域複受 ノ 概 亦 ーー 紘

メ ?19 輝蘇詳村 ノ 輝 ケ 黄 ネ 多 シ 色

得村 石輝 ナ 上基石粒 館 mt 少 フー ーー

，、、
一

ノ、 石 Jレ胎盤安吠 鏑 理 続 ゑ干 ：‘ :/ 

ク 於 概 ナ 司云 原 ヲ 山 安 f妓 作 泥 長 フー

石 フー ネ リ 或北成岩 山 品 月j 石 石 概

基前 新 ト ハ方 セ ト 耳H三Jf ヲ ヲ イじ ノ、 不

ノ、 鷲 鮮 シ 達 ノ ノレ 詩 ト 井白、 受 作 著 手足

頗頭 ナ 科摩 山 司云 -le 司壬 有 ケ 月j シ 粒
Jv 山 リ 長 火地 ノ リ 稽 ス タ ヲ ク ナ

織及 石石 山 一 ナ 査 シ リ 被 曹 Jv 

密 鷲 基ハ 一 在 リ シ 得 本 レ 長 司云

ナ 同 ノ、 中 nri- リ 噴 f、、 耳μミSf リ 石 部
;t〆 山 輝性属 7 出 キ ノ 石 化 分
弓云 ヲ 石長 ス ノ、 時 司2と 一一 基 シ 一一
ノ 構 長石 ル下 代牧 津 ノ、 更 ヨ

ナ 成 石 jう モ舶 ノ、 之 附 輝 ーー リ

リ ス 及至 ノ 原 略郷 近 石 方 車数

斑芳f 磁曹 ナ 熔 同 熔 ーー ゑヰ 解 密

品石 鎖友 フ ヨヲ シ岩 於 長 石 ナ

ノ、 ノ、 鏑長 ン ヲ ク ーー てT 石 紘 Jレ

斜次 ヲ 石岩被 第於 断 都 簾 弓と



7 間 Jレ ーー 構 司＝－ ノ、 色 一 共 毛蘇 長一
（ト）程 安 ヲ 直 治 ノ 黒 多 粁（へ）時艶輝石

皮 山 j;J 消 ヲ 多雲孔 一 代欣石 ノ

香 ヨ 岩 フー 光 呈シ母質亙徳モ構ハ外

貫 一 1翠 ヲ ジ紫ヲェリ倉亦造車 J箪

山 推 近 一 ノJ三 多蘇伴 L‘ ／ フー 山 不 ヲ 斜斜

熔 芸誌 キ 複 シ 数 輝 フ フー 熔嬉明 1事 輝輝

岩複
ス 岩 輝 政 ノ 石 ヨ 斑岩 岩複 ナ セ 石石
Jレ 石 石 理 ノ、 ト 品流 リ リ ヨ 及

輝 ーー ナ 安 長 干し 新ア ノ、 ヲ 輝 本 リ 紫

石 aづt'1. リ 山 石 ア 鮮 リ 斜 成 石 岩梢蘇

安 シ ト 耳品A苛, 
ーー リ 一 斜長 セ 安 ノ、 多 輝

山 鷲 ス ト 類 τr シ 長石 ノレ 山 共 量 石
岩 E長 本 t誌 ス 沸 てr 石及外 岩 噴 ナ ーー

山 岩 セ Jレ 石 形 ノ、 紫江 出 リ シ

Y包 熔 ノ、 弓と 或 小次蘇 間駿 源石 ア

津 疋，..，ヨ「 f忠 他 ノ ノ、 J1 -¥!ff 輝 村東 不基斜

可T ヨ 局p、 ノ ヲ 鱗合長石北郡 明 ノ、 長
ノ リ 山 干支 f見 石有石 ヲ 江清 ナ 長石

東 ノ、 一 輝 ス 英量乃 主 間 7k Jレ 石 ノ、

方 古 於 石 Jレ ーー 司云 至 ト 一 村 司壬 磁 中

事勺 キ フ司 安 弓壬 ヨ 大 中 ン－’ 於 ト 此鍛性

一・． 噴 裂 山 共 JJ ナ 性僅 τr 大 地鎖 長

半干 出 蹄 岩 量 フー フ 長 カ 河μ三t 附及石

五 ーー ヲ 一 乏 充 ス 石 ーー
或頭 村ト

近輝 1う

一 係、 通 上t シ 噴石 一 箪 ノ 石至

もt Jレ シ ス ク セ 基層 斜 ノ、 ノ 局 ヲ 曹
ス 弓云 ヲー レ Jl フ ノ、 シ 輝鐘境 部合 11<.
Jレ ノ ~it ノ、 木 Jレ 波方石 AA 界 的 有長

香 ナ 出 著 耳'1 石理解 ヲ 火 ヲ 噴 ス 石

貫 Jレ セ シ ノ、 基基石伴 山 潟 出 Jレ ーー

山 " ノレ ク 3合~－・ 中 流及 ヒ ヲ セ 一 波 属
ヲ シ 司去 酸 山 ノ 品 曹或 成 Jレ 依理 シ

h進 ノ 性 岩 長質長 ノ、 セ 徳 Jレ 概

成 ... 
ーー 質 石若石稀 リ ti 、 司云 シ ネ

シ シ シ キ蒔 訴 ク 一 一 岩 山 ノ ア 新

集 テ τr 治 ヲ＝ ノ、 分角 石及 ナ 車！日鮮

塊 共 寧 ヲ 一 毛解閃 ノ、 共 Jレ 草野 ナ

質 盤 ロ 呈 ノ、 聖E セ 石淡南 J、、 ナ リ
3』（＇ 質 来E ス 稀欣 Jレ 叉 方定 方 ク Jレ 紫



フ テ 新建及 輝 山

本字 v 散 共 上 （.f) 期化磁 石 ィuョsー
岩 佐石 黙 ーー 狩 ノ セ 織 及 ヲ
ノ、 美基 セ 塊 野 石 "£:- リ 鏑 紫 貫
日 附ハ Jレ 欣村 英 ノ 優 粒 蘇 キ

金近桂石 ヲ 吉 粗 ナ 白 ヲ 輝 ー且
山 一 長英 詩 奈 面 （五） Jレ 質合 石 之
熔 ア 質斑 シ 及 岩 弓壬 ノ 有 ーー ヲ

法塊構 品 てT 中
史容

其部 ス ν ‘ 被
ヲ 欣 主主 ノ 第 狩 費 分 ル ア 覆
貫 2え ヲ 外三 野 石ιu 質ハ 致 斜 セ

キ ::'tr 有稀紀村
流

程全壊 長 リ
塊脈 ス ーー 唐木 度 ク 基 石 岩
秋 ヲ 黒 ヲ 柿 ヲ ヨ 斯流 ノ、 石
及 f毒 雲 貫木

成
リ Jレ 品 曹 ノ、

岩 セ 母 キ ーー 推費質 茨 言叉
脈 Jレ ノ 吾 於 サ 察質 ナ 長 黒
ヲ 司云 微 奈 ケ セ 作 リ 石 色
f毒 ノ 品 一

Jレ 、
ノ、 用 L、〆 ーー ナ

ス ヲ 於 弓＝－
Jレ 執 ノ 司壬 思 Jレ

著 有 てT ノ 海 結脆 シ 司壬

シ ス ノ、 火 熔果王家 曹 著
ク 石 下 山

死μ三sf ナ 作 長 1‘ ノ

分 英舶 類 リ 用 石 ク

解 ノ、 原 石I-LI ヨ 本及 イじ 使
セ 大熔 リ 岩曹 セ 白
Jレ サ 岩 古 ノ、 長 Jレ 質

震 一一 ヲ キ 清石 弓云 ノ一
メ 粍 貫 岩 1k 化 ノ 部
岩 内 ケ 石村 作 多 分
質 外 リ ナ 替、 月J シ ア

不 粒 岩 リ 倉 ヲ 石 リ

n;1 AA 石 ト ノ 耳，λ~ 基 斑
ナ ーー ノ、 ス 粒 ケ ノ、 晶
ノレ シ 白 欣 フー 7C ノ、

弓壬 てr 色 安粒 来 斜

主主 拍車数 山 jf}¥ 長 長

融 年待 岩 構 石 石
ノ、 官虫 一 ヨ 遺 輝 単

暫 セ シ 石 斜



石 泥 角 ノ、 一一 リ 岩於雲 長色 フ
一

及 イヒ 閃 石 紀（＝）成 ーー フー 塚（ハ）石紙（ロ）ク

磁 作 石 英 居 リ 類ハ ト ノ 密 同

儲 用 ノ、 ノ ~)ft 角 長似 日 稽粗外 一 粗布告

鏑 ヲ 輝 外 一 閃石 セ 金 ス 面微 シ菌 ト

粒 受 石 斜 葛 輝 中 山 附安量 てT 岩 シ

ヨ ケ ーー 長 城 石 ーー 斑熔近 山 ノ 徴 ア

リ タ 上ヒ 石 山 石ハ 品 耳μ王' 一 岩黒孔 犬記

成 Jレ L‘ ／ 箪 熔 英破ハ ヲ 於 雲 一 見戟

司云 共 会ヰ 耳＂｝ 安理科貫 てr 狩母 宮川 セ

徴 概 量 輝 ヲ 山長長 ケ 甫野及 ム 及 リ

粒 ネ 少 石 貫 岩石石 り北川磁斑狩

質 新 ナ 及 ケ ヲ ノ 岩＂＇－ 1~ 鱗品野
構 鮮 ク 角 リ 内 認小石近岸鎖ハ Jll 
治 ナ 概 閃 耳μ王' 浦 メ 品 ノ、 キ ノ ヲ 一一． l口'.>.. 

ヲ リ 不 石 石 村得 ノ 次 岩 中 合粍流

呈 石 耳μ三r『 ーー
ノ、 重 " 

、、、 色 脈 狩 有以 駐

ス 基 柴 シ 暗 寺 ク ーー 車数 ヲ 野 シ 下束

女 ノ、
ーー フー 主尺 静石 L‘ 〆 密 潟村流 ノ 方

成 披 熔 斜 青 lre 基 7ア 一ー シ松欣 "!:R. ノ

鎖 理 蝕 長 色 村 ノ ：校 シ 内 ケ 構曹北

物 ヲ セ 石 ヲ 獅構曹 フー 浦 i頼 遁長狩

ト 有 フ .，＞、 需 子語長柏 村 ノ ヲ 石野

レ‘／ ス レ 中 ヒ 演ハ 石久 三西 呈 及村

フー Jレ ア 性 肉 及粗 一 保津及 ス 政柏

鱗 コ 時 長 限 城面 麗 ーー 附下 理久

石 ト 黒 石 大 山 岩 1‘ ノ 於近大 長保

英 頗 質 一 ノ ーー 質新 ケ 一 見 石 ーー

ヲ Jレ 物 麗 石 於若鮮 Jレ 於村 ==. 於

含 少 一 シ 英 フa ク ナ 粗 フー 巣 シ -r 

有 ナ 饗 曹 斑 岩ハ リ 面 ハ雲 てr 岩

ス ク イヒ 長 品 床徴石岩 岩 山 石頚

F台 ν 、 石 多 或 品 基若 頚同 基 ヲ

ン 輝 化量 ノ、 質ハ シ ヲ 地 ノ、 成
四

ト 石 作 ヲ 耳μ王' ナ 長 ク f吉方 友 ス

全 ノ、 用 戸白、 頚 リ 石 ノ、 シ ーー 曹岩

ク 僅 ヲ 有 ヲ 及徳 巣於 長石

長 カ 被 ス ~ 琉合雲テ 石 ノ、

石 一 I/ 斑 シ 理 ~[j 叫l ノ、 琉暗

輝 株 品 第 ヨ 熔 一 巣 理茨、



一五

狩 等 ト 品村 斜顕ス ス角＝

野（チ）＝スハ反 （ト）長ヲル（へ） 閃シ（ホ）

村 富斜犬射 石矯荒 石テ
月惜ミ長サ櫨紫ハセ脹複 ハ斑角

ケ 横波石二ノ 蘇 曹 リ ヲ 輝 禍品閃

i顎紫 理ハ粍束輝長岩潟石 色ハ安
ニ蘇基曹ヲ方石石石シ安 ＝主山
於輝流茨越 等 安 化 ハ 叉 山 シ ェ 岩
テ右晶長ユ時山セ暗伊岩 テ斜

岩安質石ル甫岩リ次豆 概長下

脈山叉ニモ北 石巣山江 ネ石舶
岩岩ハ属ノノ狩基色及間 日普及原
頚 毛シ無方野ハ ＝－ ffe..、村 黒角ノ

及閃艶新ク向川波シ見長 質閃西

塊京 ilk 鮮主＝上環テ崎塚 物石方
欣ノ構ナト黙流少組＝及 ＝ナ＝
樫束遺ノレシ在＝ナ粒於南 境ル於
ヲ方ヲモテシ位ク質テ江 化毛テ

矯ヰ；矯包科岩ス輝ナハ問 シ時第

ス犬 セ裏 長脈ル右リ略＝ 石＝ー
岩見リ物石岩上長ト東於 基輝紀
石村 多及頚狩石シ西テ ハ石庭

ハ小 キ紫叉野及斑＝北 長 ヲ ヲ

次川 f毒蘇ハ村磁晶亙西 石見貫
色ノ メ輝岩矢鱗ハレヨ 杭ルキ

｝＇； 南 汚石床熊鏑斜ノレリ 子コ小
至方 濁 ニヲノェ長岩南 トト治

次矢 セシ成 北 宮 石 脈 東 輝ア頚
黒熊 リテス方ミ皐ヲ及 石リヲ

色ノ 討車先手両共斜震北 粒斜震
粗東 基斜石中構輝シ k ユ長セ
粒方 ハ輝ハ 村 治 石 或 西 宮石リ

質及 輝石 黒 岡 波 及 ハ ヨ ミハ岩

＝狩 石ハ色京王家紫大リ 毛中石
シ野 斜極轍ノ基蘇男南 民性ハ

テ川 長メ密北流輝山々 1'!k 長暗
斜流 石テュ 東 品 石 ＝ 東 構石閥

長域 磁稀シ方質＝於＝ 治＝色
石ノ 鍛ナテ韮ナシテ延 ヲ嵐椴

長上 鏑リ斑山 リ テ 於 亙 呈シ特｜

ト

zFP
’gi，
 



石ヲ ト木モ 斑 熔ハセナ逮曹蘇

＝嬬（ヌ）ス治ノ晶（”）岩填 Jレリス次輝
シシ ハ等ト ヲ間 モ 撤ル長石

テ旭結 徹 アシ璃貫構ノ携＊石及

斜様品 開リテ噂ケ遺ア石欣ニ撤

長ハ質 石石斜質ルヲリハ 結 属 概

石共玄 ヲ基長玄モ有村共品シ石

ハ節武 昧ハ 石 武 ノ ス 基 形タ梢ノ
曹理岩 ク禍 ノ 岩 、 本 中 紫ル曹斑

次＝ モ色ミ 如岩ュ蘇コ長晶

長沼修 岩波 ヲ 網 ク ハ ハ 輝ト石ヲ

石ヒ普 質環有代共共輝石ア化有
ニテ 寺 ハ長スユ噴成石ニりセシ

属落ノ 小石ル於出分甚比長ル部
シ下甫 室椋モテハ並タシ蘇モ分

梢ス方 山子ノ網比＝多大輝概的

曹岩ヨ 熔針科代較構クニ石ネ＝

長石リ 表欣長居的治長シ ハ新ハ

石ハ下 ト及石ヲ新玄石テ長鮮皐

化燕狩 類粒ノ賞期武都圏サ ナ 斜

セ色野 似 JV：外キ＝岩子味五 Jレ輝
Jレ細村 ノ ノェ岩麗質及ヲ粍ヲ石

モ粒旭 賄輝僅脈スェ磁有以常ノ

ノー様 多石少ヲ Jレシ銭シ上ト 1J、
アシ ユ シ微ノ矯モテ鎖鏡 ノシ晶

リテ亙 葺晶 輝 ス ノ 頗 粒 下桂共ヲ

輝竪 リ シヨ石岩ナル之＝紙特多

石硬 テ 火リヲ石リ網＝於結＝少

ハ且甫 山成伴ハト代盛ケ品大合
J阜ツ北 岩リフ黒ス熔キルタナ有

斜重＝ 中玄モ色 荒波断 Jレ ノ レ ス

輝シ長 最武ノ綾 ＝理 面 コモノレ

石斑ク モ岩若密 類頗ノトノコ

ュ晶且 新質シユ 似ノレ周アハ ト

シハツ 期構クシ シ少縁 Jレ長ア
テ斜幅 ノ 治 ハ テ 栴ク細モサリ

共長商 岩ヲ斑徴 木シク 概ー斜

大石キ 石潟晶孔 姫テ暗ネ糎長

サ及岩 ナセ無多 之石黒 小五石

斑輝脈 リリキシ 湯基化形＝ハ

一六



ノ、 ナ ナ 至東 質粒 岩 ト 結 晶

波 リ ）！.. 黒 ＝（ヲ） ト 昧 脈（JI.）ア 晶 ト

ま 象車 部 緑走 ナ 安 ヲ Jレ 間 石

一 斜 分 色 リ 輝 リ 山 潟 珪 弓云 隙 基

乏 輝 ア ナ 幅緑 E 岩 ス 質 概 ヲ ト

シ 石 リ Jレ 千質 ツ ノ 岩 曹 ネ 充 ーー

ク ノ、 斑 弓壬 均輝曹 一・ 石 長 輝 t民 於

主 縁 品部 約石長種 ノ、 安 石 -!!: テ

ト 資ハ 分六安石 ナ 友 山 会ヰ ノレ 蔓リ
シ 色 会ヰ ーー 百 山 ー

Jレ 白 岩 長 段

てr 一 長 ヨ 米岩富モ 色 石 ナ ノ

長 ：ノ、 石 リ 延 ム石 )'; 田 及 ノレ 相

石 T 箪 濃長湯 ヲ 英 至 中 磁 弓去 遠

都僅 斜 淡約 河以 及 淡 キf 犠 ノ ナ

子 カ 輝 ノ 一 原一 フ・ 曹 緑 大 鏑 ト ク

輝 一 石差 千谷特長 次 仁 ヨ ア 自

石 紘及 ア 米 ==- ヨユ 石 色 ノ リ リ 形

及 泥磁 リ ノ 於此 ヨ 京国 東 成 ：伝 ヲ

磁 化織 組 豆 ア 名 リ 手立 方 慕 有

餓 作 鏑織犬 湯稽 成 一 一 現 ノ、 ス

鋪 用 粒織 ナ 河 ヲ レ シ 於 問 共 Jレ

粒 ヲ 一 密 Jレ 原奥ノレ プ『 フー 構 中 上じ
ヨ 受 シ Jう 岩泥 " 徴 著 牧 造 ーー 較
リ ケ τr 至 脈熔 タ 細 シ 之 ヲ 徴 的

成 叉 斜徴 司，， 耳μさai リ 脈 ク ~F> f話 量 大

鎖長 品 成 及 縦 費 熔 セ ノ ナ

微鏡石質 セ 鞍 横 質 耳1-LヨSi リ 禍 ノレ

粒 ノ ノ、 ナ リ 掛 ーー Z‘ "" ヲ 色 司壬

質黒 曹 Jレ 岩 山 本 共 貫 波 ノ

構縁 次 司云 石熔 先き 』性 キ 理 及

遁 ヲ 長往 ノ、 岩 ヲ 質 ~t ヲ 石

ヲ 有石 々 一 ヲ 貫 ヲ 東 結 基

七
有 ス 一 斑般貫 キ 何3ヤし ヨ 品 中

ス Jレ 近 AA 一 キ 潟 ム 間 一
司壬 似 又 帯 i絡 メ Jレ 南 隙 他
ノ シ ノ、 紘北 一 コ 西 一 形

ア 概輝暗 西 岩 ト 一 認 ヲ

リ 不 繰友 ヨ 石 ヲ 走 ム f寄
石新岩色 ノ、 得 レ Jレ シ

基鮮 欣 Jう 甫 桂 ス 1レ ::! テ



形 タ 峠 ーー 構 一 時 T Jレ 頗 火

ノ リ 唐 於 成 活 ノ 第奥 Jレ 山 震

規共 ノ フ司 セ 動地 四 野旺 質災

剖 F品 沈 ノ、 フ ヲ 貌紀熔 盛物地

ヲ 車芭 積 伊 レ 始 ヲ 耳μ王, 、 ナ ヨ 方

形 A. ア 豆 タ メ ~ ノ、 牧 リ リ ノ 第
成 ス リ 4三 Jレ 後 ス 城之 シ 成 基 一セ 重 而 島 弓と 者 ーー 暦郷 ヲ リ 盤 一一
Jレ 要 シ ノ ノ 先 至 ノ 熔立何 ヲ コ早主主
司云 ナ フー 大 ーー 、y レ 沈岩詩 レ 成

ノ Jレ 網 シ ；熔 Jレ 積類 ス モ・セ

ナ 土也 代 ノ、 フー 耳..＿.＿王' 司壬 始 弓壬 Jレ 第 Jレ 地
質 熔 既 天 ヲ ノ ヤマ 亦 弓壬 三第 史

ト 費 耳，＿.＿三zi ーー
城遠 噴出

ナ リ 是 ノ 紀三

ス 動 流 陸 リ 火等 一 新紀 及
ア 又 ま也 摩 シ 平 山 第 -;,, 期 唐 地
リ ノ、 ト 雨 績林 活 一 τr 一

／、

タ 多 ナ 火 フー 博動紀箱圏諸 質
JI〆 賀 リ 山 前 士 ノ、 唐 根 ス ほF包"' 構
外 熔 t受 ノ 者 一 最 ノ 芸事L Jv 一
諸 岩 蝕 活 ノ 依 弓云 沈 海 司云 薄 遺
F宝 流 時 動 活 レ 隆積 ノ ノ 唐

第
ノ 之 代 亦動 ノ、 盛 ト 雨 、 ヲ

一岩 之 年百 略 火如 ~ ト ーー ア ヲ

脈 前 入 ト リ熱根極同 山 グセ 版

Hr 後 リ ヰ日 現 メ時 ノ、 伊ル 参

護 シ グ 前 ムF、 海 同 ノ 師豆費 照
シ 格 Jレ 後 ノ ノ 時熔 £ド岩

） 

ーー

J:）、 司云 セ 山 雨 ーー 岩 噴 島砂

ア 一 尚 Jレ 鰹 火陸流 火 一 耳＇%

現 局 弓壬 ノ、 山 地 ナ ヲ 於及

在 室 部 ノ 主 ノ、 ノ、 Jレ 開 ケ 頁

ノ 山 的 、 ト 共漸 コ 始 Jレ 正，＿.＿三si 

地 熔 一 京日 シ ーー ヨた ト シ 火等
A 

鰹 左，＿.＿王' 網 3‘ :;-' ア 第上 明 南 山 ヲ

構 ノ 代 更 更 一 昇 ナ 部 活 除一
遺 噴 居 新新紀 L‘ 〆 リ 地動 ケ

}}f,: 出 叉 期 期 ノ テ ト 域 ノ、 J，、

一 ア ノ、 以 中 末時 ス 一 嘗 悉

まt!!. 柏 後 ーー 期現 亜見時 ク



九

形リ於方延謹共トヲ低＝ モ等

ヲ箱ケ断長ノ主シ~凹亙 I ノヲ地
表根 Jレ麿十池断テシ地ル ヲ・以質

ハ火田 i~ 五山慶大テ帯買丹奉テ構
セ山 原 浮 粁 峠！！－正時ヲ大那ク島fr 浩

リノ野橋アノハ七南形ナ断レ厨上

/.ilJ 西韮中リ鞍閏年北成 Jレ唐ハノ推

断部山央 ni部代畿ユシ地群左存定

唐 山断断山ヲ盆道並特域 ノ在セ

ノ 腹唐贋峠泊地省走殊ヲ箱如ヲラ

著ヲ＝ I， ；ノキノ試シノ望根シ指ル

明切絡及甫甫西錐階地観束 摘、

ナ断 ル 浮 方方建ノ段貌ス海 シ断

Jレシ市橋約浮ヲ結欣ヲル道 得唐

モ短シ西三橋劃果陥呈＝筋 Jレ以

ノ小テ方粁盆シ之波セ甫笹 モ外

ハナ同断以地甫ヲヲリ北原 ノ地

第ル 代屠甫附走殻起チチュ新 ア形

一断盆毛＝ 近シ見サ那並田 リ上
版居 地ノ於ノテコ毛シ盆列附 今ヨ

＝谷以ーテ 縦丹ルメ地ス近 是 リ

示又北並ハ谷那＝テ帯 Jレヨ 等モ

スハユ行本ユ盆至盆即犬リ ＝断

カ小於断断及地リ地チ小田 依暦

如凹テ居唐フユシ生是多代 リ崖

ク地ハトハモ入モ成ナ数及 推詮

三帯断ナ何ノリノノリノ丹 定跡

傑或唐リレユ中＝因該断那 セノ
アハハテヲシ央シヲ盆崖ヲ ル存

リケ等浮主 テ部テ矯地ヲ経 地在

其 Jレシ橋ト之ヲ是セ帯認、テ 質並

ーンク盆スヲ甫ヲリュム北 構＝

議 パ略地 Jレ丹 北 丹 這 ハ へ 狩 遣水

ーツ南ユコ那ェ那般教ク野 線流

版ト北及ト断縦断ノ多之村 中系

I2 等ノ ヒ無層断居断ノニ浮 共ノ

X ノ方 町キトシ群居断沿橋 著異

田特向原浮 稽盆ト群居ヒ同 名常
代異 ヲ 野 構シ地呼ハ一一原 ナ殻

盆地採＝東練甫フ主群犬野 ル達



リ ス 一
VI Jレ v 至

司去 Jレ

土 ノ 熱 司E

選 ーー 海 ノ

断 Z‘ ;/ 峠 ーー

層 ア 断 レ‘〆

共層 フー

凱 延 共

海 長 En 延

附 ’七 代 長

近 粁金 七

ー 五地 粁

起 ア ::ft ーー

9 リ 東 建

土 塗 セ

韓 ヨ

ヲ リ

経 執
ア 海
伊 峠
豆 ヲ

山 経
ヨユ フー

重 土
Jレ 揮
モ ノ

ノ 甫

ェ＝ー 方
手〆 ヲ

？ア 走

共 リ

延 熱
長 海

一 騨

粁 ノ
ノ占、 ::ft 

一 方
遼－ 一
セ 逮

十 7. Jレ 司去 レ 延地

IV 二本 E 犬 n ノ Jレ 長 ノ

度 断 断 ーー そと ノ、 東

相 西暦瀧暦瀧 シ ノ 粁縁
I 

原 イ頃 ノ、 地 農 地 フー 一 li. ヨ

断 斜瀧 峠 ヲ 山 字 シ ーー リ

屠南地断経断 西三テ 達極

西 山 層 フー 層 方1之 セ 井

田 方直 玄 ヨ ヲ リ 樺
代 一 下軽撤軽 リ 瀧其 ヲ

盆八丹弁 ノ 井 新津ヱ経
土也 十那津南海 山 断第 ア

東皮 隠 ヨ 西附 一 層ー丹

謹 ヲ 道 方 近亙 ト 版那
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一 向 央 ．息 S/ 大 四 同 同

際儀 ナ ーー H烏 シ 終震 百 ノ ノ 右
シ 戸丘骨之 リ シ 動 タ 一 後 九 i也有 表
フー 一 シ てr ノ、 Jレ 徴 ノ、 十 震 f長 ヲ

ノ、 ノ、 カ 地之 司壬 耳司 絵、 j¥. 起畳 見
日烏 H烏 立n ε？ Aと ヲ ノ ナ 震 同 リ 土th Jレ

動 動 ク 一 感 （二） ナ Jレ 歩買 ーー 就震 一
ヲ ヲ ナ ナ シ リ 地殻 達 q1 ア 十

間 fド Jt〆 リ タ

H息
ト 震 セ ス 一

キ ヒ 司壬 シ Jレ ス ヲ シ Jレ 後殊 月
タ シ 或 ト 者 間 司云 多 一 一

一
Jレ 司＝－ ノ、 ヱヰ ノ 歓 共 教 時午 十

コ ノ 四 フ 談 的数 ノ ヨ 後 五
ト ト 方 日鳥 一 動 ーー λhムL、 t也 リ 一 日一
多 否或 動 依 設減 問必定主 同 日寺 ノ、

シ フ ノ、 ノ レ ス シ ア ノ占、 ヨ 1-lt 
鳴 サ 東 来 ノ、 Jレ 十 リ 時 リ

動 Jレ 方 !/ よ也 ーー
一 斯 一 同 設一

ノ、 モ占或ル i丘f之、 至 月 ク 至 十 主主
大 ノ ，，、 方 ノ リ 一 てr Jレ 時＝ 同
砲 ト 干百 向 直 :; ノ 日 翌 一一 一 数一
ノ ア 方 ノ、 前 司壬 再 一 時至 ヲ一
京日 リ 或 激一 ノ ヒ 寸4 問 ノレ 士曾
キ 調 ノ、 震 陣 ーー 盛 ノ占、

ーー )¥. シ

音茶甫地 ノ シ リ 日 有時 七
響 官 西 内 大 フー 返 未 感 品ヲ 百

一 時方 一 風 十 シ flfj' 四 一 一
シ 丹 ト 於 ノ 一 タ 俄 十無 十一
てr 那稿 フー j車 月 ノレ 然 匹］ 感 凹

3七 1也 シ ノ、 ；晶 下欣 裂 同 ノ~、- 同
直方一概 ス 句 勢 震 1Wi 百 ノ

後 一 定 不 Jレ ーー ア ヲ 感 七 7照

宝玉

よ也 於 セ 最 カ J、 リ 殻 凶 十 感
震 フー ス 干Y1 如 齢共 現 百 九 売
ヲ 感 ノ キ 震後 ス 五 同 士th
感 シ f炭 日烏 司去 ノ、 Jレ 十 マ｛ 震
シ タ 動 響 F台 51 一 四 感 ト

タ ノレ ト 開 ン 誼 至 同 七 七
リ まth 同 ニE ト キ レ 合十 十

震 方 須 軽減 リ 計三 ノ｛、、



ノ リ ー 一 ノ、 ーー 方在倒 ー

南韮 ::ft 倒 登 於 向 り f貴 基 倒

::ft 山 押 潰震 ケ 目告ー タ シ 因 i貴
動 ノ シ セ ト Jレ 一 ノレ タ ス 方
ナ 反 ーー レ‘〆 同 家 k 司を Jレ Jレ 向
リ 射 伏 司云 時 屋 ~ ノ 労＜工1' 司云

シ 櫨 伺l ノ ーー 共リ ーー 屋 ノ ~~ （四）
ヲ "" セ ナ 一 他 方 ァLノ－ 共 及屋

示頂 リ Jレ 格 ノ 向 プー 他 共
建ス 官官 第 ’＼ レ 建時共 ノ 崩 他

司云 破 一 ク シ 設費所建 土建 造一
ノ 砕 版 丹 タ 物 ナ 在設 ーー 設
ナ シ 第 那 ノレ ノ、 Jレ 地物 ヨ 物 物
リ フー 盆 健殆 モ ー

ノ、 ノ ノ
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t反 ノ、 :!'th ト 共 間 潰或 司云 震 及
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ーー 止t 立 恐方示 向 斜 ア 悶 事事
潰 民 フ司 フ 向 セ ヲ よ也 セ

落 4タ，.＿＿~ Jレ ク 一 工異 ヲ 就 ノ レ

セ ノ 一 主 定唯 一 f I!J 中 司壬

リ 西 民 要 ~ 亥q ス リ 第ノ、

:1己1 侭1 家 振 ス 震 ノレ グ 一
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ケ 4立 一 下依那 ーー 盛 ノ 士也
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ナ ーー キ 於ハ ナ 家 一 鋳物 ス ノ 共 レ frfr/. 

Jレ 伺j 一一 テ 上 シ ノ てT 骨ハ 司云 高 桂 f取 示中

上潰 倒 ノ、 部之全 ノ、 ヲ 大 ノ サ J，、、 向 f企
下 セ i貴被墜 レ潰家組破 ナ ーー 東 ケ ノ

動リ -t 害落直字屋 、、、 セ リ 於 向 ーー ー烏

ア是 リ 甚 レ－〆 接潰 ハ亜リ 又 フー ーー
ν ．‘ 居

リ 此又 レ、〆 フー 駒 多殆鉛風附 曲 倒 グ ノ、

フー 地松 ク 概 ケ ク ン 板 力 近折 レ Jレ

後 一 坂郵 不 獄共 ト 張塔 一 シ グ カ i貰
東於屋使 市熔倒全 ト ノ、 在甫 リ 如 シ

四 ケ ノ }I~ 一 岩漬潰 ~ 町ー 約 ノレ k キ省 ク ~t 

ーー
Jレ 本甫落上方 ：ノ、 タ 四 箱東 根 笠 東

震 7.k 館 隣 下 ー 向共 Jレ 十ヰ良 一 峠 ネ里 方

動 千 jf~ ノ セ 建ハ 個j 軽五 山 侭i 東 ヲ 一
セ 動 藁 リ テ 時潰量 度 浪。 ケ 方 』二 1l'J 
リ ノ 玄茸 フ 北方 ー

ノ ]I民 リ 山 向 落

ト 時 閥 納 レ 西 向 シ イtfi Ji]j" λn 二 ］頁 一 セ

云 東ハ 屋 タ ナ ノ、 フー キ ノ v 一 j泣

フ 西約 ノ、 Jレ リ、概頑 ヲ 膳此 立 l崩 一
ナ 三束 潟 年百 コr、 丈 .｛.：）、 合地 ア シ 島
Jレ 十 向 メ 根北 ナ フー ノ、 一 Jレ ア 町
ヲ 糎 キ ナ 示中 西 Jレ 南北 方も 詮 甫
示束 ーー Jレ f止 ナ 建方 J、、 ケ 電 侭t 島
ス 一 z昆 可附 ~物 一 約 Jレ 用 一 大
モ移 泉 シ近第 ナ イ頃 十 7.k コ 墜 f企
ノ 動場 奏ハ二 fflJ 粧之1~ ン 落 請中
ト シ 東 河被版 セ 同 動 ク セ f＇~ 
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ス石方 原 害第 リ ノ＼ ノ リ リ 附
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レ 向 茸 シ 倒根 リ 動 西 ノ、 品烏 笠
ノ、

ーー、 よも 多 潰 町 シ ナ 約 居 ノ、
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歯 2正 ノ、 － ー
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レ 同 一 場谷 就 タ 比橋居 ノ、 地多

． 
ヒ

タ 一 多 ーー 同 lヤ リ シ 西 一 大域 シ 陥
Jレ 沖 ク 集京被 てr 方滑破 ノ、 浪

モ積韮 中 是 主主 大 断 フ シ '1疋吋． 土也

山 千 山 ν・』〆 一 ノ ナ 居鹿 浮政 ヲ

木地 ノ、 増弓え甚 リ 一 ノ、 橋並 現



"A プ 潰段 フ 地唐 タ ノ、 近ハ ヲ ノ、 ・ーー ーー

フ ノ、 -c 地奈 ヨ 露ル 大 一 駿認、比 全於

騒 ノ 古 り 出 露政 被豆 ム 較 潰テ

豆其 西谷 司云 シ ナ ノ 害総 是 的 家 ノ、

線他端附 反恐 り 程 最 ノ ーー 少 屋 西
ノ 主 附近 フー フ ト 度 司云 停 反 シ 多北
停姿近 一 丘 ク "A ーー 大草 シ ト ク 西
車部 一 於陵本 フ 止 ナ 場此雄 中 ＝＝与

場落被 フー 地地而 ．守 リ附附モ 村倒

附 一 害 ハ ーー 盤 2、;/ リ 古 近近殆 ーー レ

近於 多 ~~ 於 ヲ てr グ 奈 一 一 ト 於 ~ 

ーー テ ク 奈 ケ 切湿 リ 一 被於全 フー Jレ

全ハ 培 古 Jレ り 泉長 於害 ケ ク ノ、 弓を

潰牛段谷 ーを 取街岡 てr 最 Jレ £ド 被 ノ

家潰地 ト ノ 、｝ ノ ー
ノ、 弓去 山 潰 害 多

屋程 南大 テ 西於 共 多 回程 最 シ

ヲ 度建奈破 其側 フ－ 南 ク 民度 弓云 坂
生 ヲ フー 古 セ 上甫 ノ、 4三 四如以 軽木
シ 限 タ 谷 り ーー 端 温 部 日 ノ 上 徴 ーー

被皮 Jレ ト ト 建部 泉 ヨ 町如 ノ ナ 主を
害 ト 市申 ノ ヱミ： フー ーー 場 リ ノ、 キ 被 リ τr 

大 ス 社 中 ヒ グ 於殆 以共 ーー 害 ト ノ、

ナ Jレ 司云 間 A寸、 Jレ フー ン 南 略 ア ヲ 3‘ ノ 共
Jレ被大部 同 司壬 唯 ト 最 中 リ 蒙 坂北
司き 筈破 一 ノ ノ 一 全 明 央 テ 本部
回 一 シ 於土t!! ナ 戸 減 寺部ハ 共 ノ 一
京 .LI:: 共 てT 震 Jレ 使E -c 前寺牟西 北 被
ノ ．守 甫 西 ト ，、、 事 Jレ 間 家潰方 東害

主 リ 侭t方 ノ、シ ナ 司云 ーー 一 程 回 ーー 多
要 グ 千 一一 反開 リ 止ヒ 被於度 中 嘗 ク

宅も Jレ 土otf! 向 封 東 ユ‘ノ ~ 袋』三' てT ヲ 一 ル甫

落 モ 一 ヒ ノ 大家 ノ、 集 ハ越於 内 係
ノ、 ノ 於細 現地ハ 管 中 中 ニ:t. フー 中 ーー

全 、 ケ 長象震共 テ シ 保ル 司壬 一由 於

潰如 Jレ ク ヲ 一 背 i魚 ヰヒ ト 司去 時 フー フ－

家 シ 人突示於後地 牛隣 ノ 同 ノ、 ノ、

屋 岡 家 出 セ てT ー ヲ 部接無様 全共

無京教 セ リ ノ、 第 担 一 .A シ ノ 潰北

シ ーー 戸 Jレ ト 埋三 立 於 Jレ 原 Z見 家~.：：

ト 於全培云立紀 フ時 フー 附木象 屋部

六
八



〆、
九

熊共貫側雲ヲ 唐水地於該震ク
温ークエ金見大ヲ田ェテ断動一同

泉因 加 被 ユ レ仁想、中モハ唐大ハー

ヲナ殿害柏 ハ 以 定 ノ 北 家 ユナ千沖

；晶ル断少被何南シ輯西屋接リ地積
キへ唐ナ害等ユ得裂｜ノセシノ千

青キノキ多異於へ及甫全スモ東地
初 モ鑓ハク欣 テ ク 崖 東 潰 寧ノ側ユ

根吏動雲育ヲハ畑崩及アロト他於

ニニヲ金羽認共毛ヲ北リ童文 見ハテ

通大物断根メ以奈生東タ百ル共被
ス ナ語居最サ北古セ I ；レ 米へ西害
Jレルノレ狩モルユ谷リ甫ノヲク側ノ

断原モ野激程於ノ是西ミ隔又ニ最

唐因ノ川甚度ヶ被等ノナテ此アモ

ノトナ断ナナノレ害ノ霜ラ居庭リ激
費考リ唐リリカハ事裂スルュ gp 甚

動へト大雲 然 如 恐 費 敦 共 ヲ同チナ
トラス見金レキラヨ傑西以断 w リ

スノレ背川断ト著クリ現ノテ居積シ

へ、羽断居モシハ同出小東ヲ千ハ

クモ根唐以 狩 キ 此 地 シ 丘 側推地時

本ノユ梅北 野 被 副 域 共 ハ 断定下ホ

断ハ於木＝ 川害断ユ南南唐セエ並
居前テ断於 21三無居ハ方北ノル隠行

ノ述被居テ 地 ク ノ 夏 ＝ ノ 影所レセ

鑓ノ害ニ狩 ノ 本 饗 ユ 於 方 響以タル

動地ノ園野 東立動束テ向ユナル二

ニ 塊大マ川 側 野 ＝ 側 ハ ユ ハリ狩直

ヨ 蓮ナレ千 ＝ 附 図 断 甫 崖 非畑野総
リ動ルタ地滑近 1レ唐奈崩サ毛川上
テェハルノ ヒ ノ モ ト 古 ヲ ル及断エ

家伴加地東テ如 ノ 略 谷 生 へ奈居縦
屋ハ殴塊側ハキ ナ 並 ノ シ シ古＝列

ヲレ断運＝日ハ Jレ走西奈知i 谷沼ス

倒矢唐動被 向 外 へ ス 端 古 毛ノヒル

シ熊ノ並害梶部シへ部谷温被テヲ

タヨ影ニ多山ヨ キ附ノ泉害地見
ルリ響 是 ク 佐リ 副近増場地盤 Jレ

ノ矢モヲ西野之 断ニ段ニ ハノへ



延唯 カ Jr r ノ

長茅 ::,.- 以 -.m 断 低 大

ス 野 てr 上 ナ 居地 見
J、、

一 是 ノ リ 等 需 Jr r 

キ 於等外 ト 一 ーー 断
弓壬 フー ノ、 茅 ス ヨ 於 唐

ノ ノ、 野 リ ケ 一
ト 断 段 下 てr Jレ 沼
弓云 居 断 知1 ノr,」 司云 "'"' 
想、 ノ 唐 大 レ ノ Jレ

像 日月 群 野 タ 以 ttl!. 
セ フ ノ ょ片己足疋 Jレ外 域

フ カ 横 底 前 一
ノ、

ノレ － ー
タ 上 主E ハ

田 f位 ノ、 手口 ノ 被 殿

中 定 レ 同 地 害 田

山 シ 1レ 同 塊 少 代

御得地 中 カ シ

キ千 ，、、、 ヰ存 山 運是 JI[ 

土tl!. キ 一 御 動 等 等

一 司壬
l屠 キキ セ ノ 1: 

於 ノ シ 土也 Jレ 和史 ト

フー ？民 f司 ノ、 結害 シ

弓云 キ l/ 被 果程 てr

家 司云 司壬 害 度 共
屋大 夫 ノ シ ノ 南
ノ 野’ k 最 プア 市，，＿日... 侭1
全 断 断 司云 更果 .,. 
漬唐府 著 一 ヨ 被

シ ノ ノ シ 字毎 リ 害

タ 支 穫 キ 木 ス 多
ノレ 1氏 重b ま也 断 ノレ ク

ノ、 カ セ 域 居 司去 ~t 
山 或 Jv ノ 梅 1Jltl 
口 ノ、 部 入 建 木

断此 分 ノレ 動 断 於

居直 一 J、、 大唐 / 

ノ 一 相 キ ナ ト ノ、

沼 ーマ 首 司云 大 年

鵠 ア ス ノ シ 見 JI[ 

保 方 フ 、、、

是及 柳 格部 大 ナ

等菅 瀬木分見 フ

ノ、 号l 一 断 Jll ス

梅 至 厚手 於泊矢

木 司：：－ リ 一 τr 岸熊

断全 フー 治 ノ、 地温
居漬漸 ヒ 木域泉

直 家 ク τr 断 ノ

接 屋被 ノ、 居此湧
ノ 教 寄稿 ノ 土也 出

影 戸 減木 直域閉

響 ア 少 全接 ーー JI:: 
ーー リス減ノ 於 -e 
ノ、 半栴八影 フー Jレ

非漬木幡響ハ ノ、

サ 1呈 亨＇~ ヲ 梅後
Jレ 度 於 y 認木越

"'"' ノ プー ト メ 断 ノ

レ‘〆 司云 ノ、 全 ス 居如
ノ 崖部 泊 シ

弓云 崩 牟 線

多 一 潰 一
教 ヨ 以 於

一 リ 上 フー

連 一一 ノ 被一
ス 戸 家 害
Jレ ヲ 屋 激
司：：－ 埋 ヲ 甚

多 i'!J.. 出 ナ

ク シ シ リ
ノ、 死 フー

石者被 シ

垣 七 害 大
ノ 名 之 見

崩 ヲ 一 JI[ 
潰 日i llli 断

一 セ キ E量
基 リ 共 一
ケ 原甫 沼

4二。



大 ナ ノ f浸 上t 弓云 セ 主 傾 程佐 官官

ナ リ 壁 方 イJr シ ノ ノレ ト 倒熱 度 美 東 及
Jレ シ 崩 ノ 豆 貫諸 コ シ 大 海 ノ 村 海 田
耳叫Z『f 司云 j立倒 山 一 龍 ト ア 破 町 被伊 岸 rfl 
塊 ノ セ 潰 一 著 一 甚 魚 -t 一 害東 地 lit 
散 一 リ 家 フー シ ア シ 見 リ フ． ノ、 町域御一
筒L 箇 F白 屋 ノ、 キ ク 崎是 ノ、 菟 一 キ千
セ 虚 村 一 全 封 事予 崩 附等騨 Jレ ノ、 多 土th
リ 一 ーー 押 漬 稽 ヲ 土 近 ノ、 前 、 £！こ賀 陥
道 レ、／ 於 サ 一 ヲ 越之 一 盛 ーー コ 潰村 波

路 てr テ レ
正戸f fセ吉

，、、 ヲ 多 土於 ト セ 一 :f.'!ll 

上共 ノ、 シ 西埋 ク 上 ケ ヲ Jレ 平宵 帯

亦 :iii: 道 f奇 潰 リ 侭1 淡ョ穴 一 Jレ 4尋 司壬 被 ノ

大 大 路 メ /¥. 山 シ フー 建 ス ノ 害接
ナ ノ 一 戸 :f.'¥E ア 重苦L フー 皐 ス 多 近

多 Jレ 依 L、／ ア 放と 随海 フ 校 フ ク 箇
数 ノ、 潰 フー リ 一 庭 山手 レ 教 一 上 庭
ノ 高 及 高 克回三 軒、 3( 附 タ 員 戸 多 ナ

錨 サ ヒ 所 等 道 通近 Jレ 住 弓云 賀 リ

裂 約 盛 ノ ノ、 筋 ヲ 一 司云 弓か」L三． 釦壬 一 ト

ア 崩 司云 石 ＝ユ 遮 之 ノ 一 ~ ・』 一 ス一 一
リ 十 等 ノ 垣 ＿，，、 断 ヲ ーー 棟 但 戸

共 幅オミ 十程 崩 山 セ 見 シ 倒 レ‘／ ノ

中 数被潰 崩 リ Jレ テ f貴 家会

道 約 箇 害 ノ 頗 又 市右 シ 屋潰

路 百 虚 大 fミ Jレ 執 シ 垣 死 ノ 家

一 米 ーー ナ メ 多 海 フー ノ 傷 壁屋

iii' 一 ア 礎 ク 峠魚、 崩 者 ーー ア

ヒ 達 リ 伊石 道附見 潰 U日 組 リ

詩句 ス 共 豆 ノ 路近崎 一 名 裂共
Jレ 中 山 漬 ノ 一 地基 ヲ ヲ 他

十 崩 車紳 落 破 ノ、 方 因 出 生ハ

七

米崖 馬枇 セ 損 大 一 セ シ レ・』／ 頗

一 ヲ ノ 一 Jレ 亦 ￥王, てr リ ~tt 土 Jレ

亙 ナ Jすι'< フー ーー 甚 ち包 ノ、 崖；丘 戴軽
リ シ 通ハ 因 レ‘〆 ノ 道 崩 商 ノ 徴

断 F付 不祉 Jレ ク 時路 山 家 政 一
績近 可 殴 ラ3 東 落 ノ 崩 数 損 シ

連 一 能北 又 仰］ セ 扶等 戸 セ ブー

亙 JI ト 似t ノ、 一 ノレ 潰 ノ、 ノ、 ;t〆 う，A与． 



ノ、 町 セ ァ－ 生三 奪 裂約 犬 セ

西 4三 ーー Jレ 根 ノ、 -t 十箱 ノ、 湯 多 十 黒 Jレ

海 漬テ 庭 府石 リ 米根 レ 河 ク 米崎 弓云

岸 ノ、 及川 垣員 ーー 一 シ 原 道 ア ト ノ

地 戸 諸道 ヨ ノ 鶴 シ 向 一 一 路 「う 著
域 負 慮路 リ 崩 崎 フー フ ヨ 於 ノ、 フー JI I 大

傷 ーー 一 小漬 ノ 崩 j晃 Jレ フー 海 崩 間 ナ

東 者 壁沿 田 ス 頚漬谷 そと ノ、 ノ i貰 一 リ

海 凹 面 ヒ 原 フ 部 土筋 ノ 家 方 土ハ

岸 名 ノ 車問 一 ナ 一 砂 一 一 屋 潰砂 又

i也 ナ 童話 キ 至 ク 於ハ ノ、 シ ノ 裂ハ ブミ
域 リ 裂 語 Jレ ~~ ケ Jll 諸 フ司 全 沈｝際

一 吐士 裂 間 屋 Jレ ヲ 慮 千 潰 下道十

上じ ~ 、－ Eよ 一 ノ、 市高 堰 ーー 土ti! 一 セ ヲ 数
シ ヲ ノ、 於殆浦止 山 近 リ 坦酋
夏 見民 フー :/ 民 メ 崩 建 キ メ ノ

シ 崩 ノ、 ト 普事 タ ア プア 弓云 車崖

一 司云 数石被岩 リ リ フ ノ 馬 前

居 共 箇橋害村 又殊 レ 一 ノ ブ

被 他 虚 村 ナ 等康 一 タ 戸 往 リ

金＂＇て ーー ヲ 及 シ 一 河 千 Jレ 4三 来共

軽 格認米 フ． 原歳 家潰 不 中

徴 別 メ 話申 ノ、 ノ J 11 ノ、 一 能三

一 ノ タ 村 韓 北筋 砧 戸 ト 箇
シ 被 ノレ 附 裂 西 － ー

子 ア ナ 慮
フー 害 司云 3丘 崖方 多 戸 リ レ ノ、

tf.f ナ 共 ーー 崩 黒 ク ノ Ji、~ リ 手自
筆 ク 他 フー 等岩共 破等 附大
コぇ 小 被 蜜 諸 山 大 t員 ノ、 近 － ー
J、、 田 害柑 庭 一 ナ ス 石 道 シ

キ 原 フ t国 ーー ノ、 ノレ フ 垣 路 フー

コ 警 シ ノ 在 山 ノ、 ナ 崩 一 共
ト 察 キ 石 リ 頂高 シ 潰 ノ、 一
1!¥fi 署 司云 垣 然 ーー サ 然 -t 之 高

七

シ ノ ノ 一 Jレ 近約 Jレ Jレ 一 サ

調 ナ 多 一 ク 匹l 一 ~ 沿 約

査 シ 少 根大 十 湯 メ ヒ 一一
ーー ノ 府 山 米 洞敷 タ 十

ヨ 回 崩 }If 崩 。高 原 石 ノレ 米
L〆 原 潰 ーー ヲ 最ヲ ヨ ヲ 組幅



居 呈 弓壬 プア 丹 ナ

面 シ 畠 ノ、 断 那今 ノレ ~， 入

ノ 7k 土o& 寧居 断 同 現 同

西国 ノ ロ ノ 層 ノ 象 ノ

側 ノ 立日 明 まti! 一 土I!!. ヲ 地
ノ、 京日 キ 瞭表 シ 震 断震 第
陥 キ ;£13. 一 一 フ戸 一 （ー）

居 一 -'-
浪軟 怒 退去 師 於 ナ 於 ノ、

或 lHI ノ 跡現 存 フー リ フー 章ノ、 粘表 シ セ ノ 表 断 ト ノ、
沈調 土得ル 地現

麿
ス 断

｜ 下ナノラ諸 若草 シ ιl 屠 地
シノレ部レ現 線 タ 及 下錨

タ表分地象 グ Jレ
亀

是裂
ノレ 土 去 ノ、 ノレ 断 等 山 愛
jJ ノ フ． ノ 表 丹居 裂 一 月H

如場 ノ、 竪皮 芳E 中 就 山

キ 合型硬岩 断最 キ 津

欣 一 頭 ナ ノ 唐 司云 順浪

態 ノ、 紙 Jレ B性 一 額 式土

沼著 詳地

ヒ ラ－ 述 ノ

セハ 等臨 表 Jレ ス 陥
リ切 ユ シ Z見 弓云 ，、、 没

然断 テ異 シ ノ レ‘〆 隆

ルセ ハノレ タ ノ、 起

ー フ l>;" h炉o・－~ 害リ 型 Jレ 丹 等
イ頃 Jレ 目 式 弓云 那 ノ

ゑ千 、 叉 ヲ ヲ ノ 盆 上也

土也 コ d，、 生作 ナ 土也 費

一 ト 時 シ -12: リ ヲ 頗

於 ア 鼠切 リ 時 Jレ

七三

テ Jレ 道 断 自H 甫 多
ノ、 モ j伏 セ チ :f~ シ

表通
0 冨<'.!> 

ノレ 断 一 就

皮常 欣 居 走 中

岩挽 明 ノ、 L〆 最

ノ 曲 ~ e『: 瞭＝｜主 Jレ 司云

傾 レ‘／ ナ 土t!!; 所 額

斜 断 ヲ Jレ ヱユ 言問 著



ヲ ~t 霊 シ

断示 方 直得丹

唐 セ 一 若 タ 芳E
面 り 西 ク ノレ 断
ノ 而 fQIJ ノ、 弓壬 府
1tfi シ ノ、 Jk ノ ノ、
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Fig. 3. The Echelon Fissures and Depressions on 
the Nol'thwestern Slope of Tashiro Basin. 
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シ ーー 長 タ 精 ーー 亙 ーー 裂 南 組
ブー 入 約箱 Jレ 進於 リ L‘ 〆 ト 野 東 裂

其 り 一 根 所池 -r 落 プ ナ 馬ケ
方 ヲ一

間 フ『 粁蕃 言問 畔 ノ、 角L<会Lそ 延 リ 池 ー 震

山 ノ、 一 這 年首 ノ ~t 及 長 ア 断 移 シ

館i多淫断 根 山 西 移 二連屠 動連

崖敢 ス 層 断 崩 侭1動 千亙 セ 亙
崩 ノ 走 唐 ア カ 等五 シ 野 ノレ セ

等雁 向 野 ノ、 リ 南 ヲ 百箱 .t!fr ::z Jレ

ノ 1T ハ馬ケ 之 頁 西 知 米根 d ト 弓云

i也 組路池 ーー ＝＝』 方 リ 一 町 ノ 百雀 ノ

援 裂面 ノ 一 藍 ーー 難達 一 ~t 質 ーー， 
頗 ト 一 jじ 致 湯 約 キ ス 於 一 ナ L‘ 〆

Jレ ナ てT 西 ス 温ニ 司と 共 プ 起 ノレ フー

多 リ 桧 方 Jレ 泉 十 上道将 り 司壬 延

ク てア ス 箱 モ ーー 五 下 筋道略 巡 長

湖表 Jレ オ長 ノ 至糎 叉 － ー
ヲ ~t 同 各

岸現 ー 街 ト レ 水 ノ、 中 遮 東 嘗約

ーー ::;,- 北道 ス ノ、 平水 レ 断 一 時 五
ノ、 共 ー十 － ー

北移 千 ノレ シ 走 ノ、 百

特延度 一 東 動 移 山 湖 既 対と

ーー 長 西断 セ 動 地岸北 ーー ア

崩 方 ＝ュ 居 南 ノレ ノ ーー 一 西 降、 リ

潰 向 シ ア 四． ヲ 紙 ノ、 滑落 念断
著ノ、 てr り 一 ノF 態 山 ヒ ノ 修唐

大箱東道 亙 セ 明 崩 応断 王里 ノ、
吟

ナ 根側 路 v リ ナ 多 島 府 ノ 北

Jレ 湯 落 ヲ ノレ 本 yレ ク ヲ ア f毒 西
司云 河下遮 組 断 庭 往経 リ メ ヨ

ノ 原 約 断 裂唐 ア .k アア 主 移 リ

ア 断 一 シ 多 ノ リ 連元 ト 動 南

リ 暦 十 左 シ 北 11lP 続箱 シ 距東
:JL 糎右 業束 チ 不 オ良 テ 自世 一

ナ ノ シ 方 塔 明 町多 ユド 走
’T 

致 り 山 既 延 島 一 数 町1
ス ll!fr 地 存 長 及 ナ 通 ノ ナ 一
Jレ 居 一 ノ 議 Yじ ス 雁 リ 部

司云 ノ、 亙 均品 上箱 全 ノレ 行 土t主
ノ Lll リ 宮古 一 根般 弓壬 封犬 盤

一 士t!l 延 る長 ノ、 町 ノ 韓 ノ、



まt!! 近百東 ヨ 東

ーー 国 一 米方 リ ノ 丹

於原 ノ、 ノ ー 南方那

プア 野 多聞 向東 向 断
J，、韮 数 一 ヒ 一 ヲ 居

本 山 ノ ー十 テ 向 有 ノ

断奮 小 数ハ ヒ シ 西

居断 （ヌ） 範 係 鈷 長 線 、 側 （リ）
ノ Rま 裂 ノ 〆を キ τr 山

北 ノ

田
及 組小箱雁地

側甫 崩裂錨裂行 一 丹
南東 原 潰群裂 ヲ 鑑三 那
東部 主也 ヲ ノ 生裂 組

一ー 約 野 ヲ 生島fr シ ト 裂 断
一一 一 韮 伴 シ績最矯東縁 唐一
十 粁 ，、、 中セ長 リ

糎 ノ 山 リ 央 ノ レ ノ フー 侭1 一一
内 間 断 第部 ノ 司壬 現 山 宗ヰ
外 ーー 九 ＝＝＝ 

、、、 ノ 出土也

移断 唐 版 向 ナ ノ、 シ ーー チ.7'~』
動暦 第テ Jレ 約束ー

セ
セ 生 一落モ 三側 組

リ シ 思 下玄百 山 裂 ノレ

ゴじ シ獄米地線
亀1守 全北 ア 一 ア

野 韓東 リ 方会 l} 裂
村 ト 方 -r ケ 西

線安 :/ ノ :ft ノレ 側

野 フー 鞍東 司壬 一
及 小 部側 ノ 方会

関 F色 ー 柏ハ ケ

原 淡於落 丹 Jレ

野 主也 テ 下那 司云 九

階1 ヲ ノ、 セ 盆 ノ

一 震幅 リ 土也 ノ、
於 セ 五夫南北

ケ リ 十 レ謹西

ノレ 且米 ヨ ノ ヨ

丘 此長 乙 リ

陵 附サ 甫越甫

・．



鐙ハ τr 1k 千 シ 最

裂 レ ハ .:zp. 一 是新 司云 下一
ト 堂 同移 百 レ断 著畑

シ慮様動 平 ーー 居 シ奮

テ 部 ノ ヲ 方隣ハ 断

現落 1k ~ 米接奮 居
ノ、 ヲ 平 シ ヲ セ 断 ノ

レ過移東 生 Jレ唐 （ヲ〉 北 （ル）
新 キ 動側 シ士皆ノ‘ 端

奮奮ー落 甫段東
大

部
下断断米下 方地約 一

居 居五 ス 約 一 百 野 主を 次回
ノ 一 内 Jレ 六於米 てT

合合外 :::? 百 フー :. 断 下 亀
セ シ 一 ト 米 ハ 於 屠 土田 裂
Jレ 更 及三 ノ 韓 フー 部

附 一
J、、 十 新裂是 落 線

近以 リ 糎 道 一 ト 以、

及甫是 内 路件並 北

ヰ七 ノ、 ヨ 外 ヲ ヒ 走 約

方柏 リ ナ 切 フー シ 一一
約久 以 リ Jレ 深大 粁

一 保甫吏 薩 サ 野 ノ

粁断ハ ーー 一 ー寺 問

二居 翠 其 於 米院 .:. 

/ ナ 甫 フー - ノ 誼

間移 Jレ 約 組 内甫 裂

雁二 裂外方 及
ノ、 約行 百 ノ ナ 詩句 崖

1k 五 韓米 西 ル三 崩
斗i 百 裂 ノ 側甫百 ヲ

移米 ト 人 ノ、 北米 生
::Jt. 動 ノ ナ 家 甫 一 ーー シ

無間 ヲ 方長大 下
キ 1k ア 通 一 キ ナ 土問
組 回 71' ス 約 陥 Jレ 部
裂面 国 Jレ ノム、 f灸崖 落

ーー 面廃 十地崩 ノ、

度雁 ーー ーー 糎約 ヲ 被
崩 行現於 ノ 一一 生 害
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願 / L〆
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ノ 外 十
ノ、 ノ 対ミ

上 落 ヲ

華日 差越
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組 随 Jレ

裂虚 司云

群之 ノ

ーー ヲ 稀

（ヨ）

日

向

池

亀

裂

る史

然 ＝ュ 宛方 フー

L〆 向 弓云 向 大 悶

ト ヒ 馬 ーー 見代

司去 徴背 延川 嘗

範 カ 扶 ヒ ヨ 断

裂 ~ ヲ 共 リ 居

深 滑 呈 隆南 ーー

キ 落 セ 起方泊 （カ）
一

セ リ ノ、 最守 ヒ

至 Jレ 叉 僅 ー殆

フ 有去 同 カ 粁 ト 回
サ ノ 代 ーー ノ 共 代
リ 、 部 一一 間 全

一
シ 京日 落 一十 一 延 断
ヲ シ 背糎 於長 唐
PJ. 叢 後 内 ブー ーー

τr シ ノ 外 亙

被此 山 一 箇 リ

害種地 遁 虚 プア

ヲ ノ ーー キ ーー 範

股抱 延 サ 線裂

シ 裂長 l/ 紙 ヲ

得 ト 五 ト ノ 生

タ シ 百 司2ケ 隆 シ

Jレ ア 米共起最
ノ、 ノ、 ヲ 延地大

幸最越長 帯三

甚 モ 二ヱ． ノ、 ヲ ート

ト 犬 yレ
一

形糎

::z:;; ナ 一一 百 成 ノ
一

フ Jレ 日 米 -t 落
J、、 司云 月 ーー リ 差

シ ノ 形及 隆 ア
、 ノ ，、、 起 Jレ

一 組 Jレ 地 モ

一ー 裂 司云 帯 ノ

島 生 ノ ノ、 ア

ス 宇〆 ア 南 り
J、、 部 リ 北市

ν. ’ 落 / ノ シ
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ヲ Jレ ノ、 ヨ 狩此影 漸上量 Jレ 更
持 跡共 リ 野 影 響 弐 旬 ヲ ，、、． ＝＝与

捜 教 永 フ白 /II 響 ス 奮 ーー 増 シ ~t 
シ 筒績全 ...... カ Jレ 一 於カ日 西

ツ ア ヲ ク 岸 古 虞 復 フー シ ノ
、 リ 切 11: ヨ 奈甚 シ 弓云 τ仁1f 延

ア 地 笠 7.k リ 一 大 ツ 尚奈 長

リ 震 セ シ 出 及 ナ 、 此温 方

ト シ 奮 ツ ヒ リ ア 扶 泉 向

共 カ ーー 殆増長 リ 態 ーー
ノ、

ーー 幾復 ;:./ 量 岡 古 ヲ 於 蛇
噴何 セ ト ト i昆 奈持 フー 開

出 弓云 ス 冷 ナ 泉 温績特 ク？

シ ナ 泉 レ地 泉 -t: ーー 瀧

テ ク ーー リ ノ、 ト リ 著 揮

直 奮 近 地 長 古 シ ＝ュ

チ 一 キ 震 岡 奈 ク 向

ーー 復 司壬 ーー 温温泉 ，、

11: セ ノ 依 泉 泉 量 リ
、、、

ーー リ ト ノ、 ノ、 査
タ 結 シ τr ノ、 一 地 L‘ 〆

Jレ 原 テ 殆共 時 震 一
弓と 温 温 ン i勇 泉 前 ノ
ノ 泉 泉 ト 出 量 一 土也

ナ 場 ト 全 量 ヲ 上I; 君事

。
i¥. 



0 
九

ア テ 悉復 於 ツ 著軽 ーー

ノ、 韮 ク セ フー 、 南 シ 井丹復井

井 山 復 ス ノ、 ア 部 ク 1聾 那 三‘ノ 7k 
1k 村 奮 井井 リ 区 軽 等 軽水 ノ

商 坂 シ 7k 7.k 横域井・ ーー 井量 費

概 本金 ノ 止 山 ーー 揮 於津・ 一 イ七
ネ 南 ク j図 リ 一 於 ーー テ 回 ノ、 ノ、

上 篠ー j罰 タ 於 てr 於ハ 代著 激
昇 ノ 時 セ Jレ -r 井 ケ 漢箱 シ 震
シ 弁的 ノレ ノ ノ、 7.k Jレ 谷 根 キ 匝

7.k 7k ノ 弓＝－ 、、、 _ti:: ノ 一 ノ 町境域
f)[ ハ現 ノ ナ 7.k i閏 f勇 1勇 元化 一
九 i成 象 ノ、 フ セ 渇 7k 7k 箱 ヲ ア

十 7.k 激 ス Jレ ヲ ノ 叉 根認 リ

糎 叉 シ 震 盆 司云 見如 ノ、 町 メ 丹

内 ノ、 アア 地地 ノ タ ク ？受 ノ ス 那

外 i問弁帯 ノ ア Jレ 断 出 7k ヱf- 盆
高 渇 戸 － ー

~t ;t〆 ノ、 71< 水道井地
ーマ シ ノ 於束 弓壬 j¥. セ ヲ ->'• 村 一
リ 尚多 フー 部亦幡 Jレ 飲破 一 於
グ 奮 少 ノ、 一 反 梅 司壬 用 壌 於 フ・

ノレ ーー 破 随位
yテk 木加

ノ 7.k シ てT ノ、

弓去 復損 慮 ス ア 源 タ ノ、 地
ノ セ -t 是 Jレ 量 殿 リ ト Jレ 7k 震
ア サ ノレ ヲ 渓 ノ 横 セ 部 量 ノ

リ ;t〆 ーー 認 谷 増 山 シ 分増前

附 弓を 基 メ 中 浮 うb ア 日

近 ノ ケ タ ノ セ 橋 是 リ セ 調
ノ ア Jレ ;t〆 湧 Jレ 等 等 テ リ 濁

7.k モ 司壬 71< 司壬 一 ノ、 飲 シ

国 同 ノ 対主 司云 ノ 著 土'I!! 用 i也
ノ、 内 多震 亦 数 シ 震 7.k 震

多 中 シ 後 一 筒 キ ノ j図 後一
少 2え狩 数 箇 慮 司去 f事 t弱 教

波 国 野 日 慮 一 漸 メ セ 日

紙 中 ,,, 
ヲ 止 ア ヨ欠 多 ーー

一 附千 日i 7k リ 奮 ク タ守 シ

摺近 地 ス シ 浮 一 ノ、 那 -r 
的 ーー 一 シ 奮橋復 減 回 奮
シ 於於 フー 一 ーー シ 7.k 代 扶

（四）

用

水
ノ

費
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断 ノ、 Jレ 盆 震 ノ 奥 頚 一
唐激北部 t也 メ7'- ーー 損 羽部 lマ入 帯
続震方分 ヲ 同 比傷地特 同 一
縦匝 ーー ノ 時 ノ 敵 多方 一 ノ 柏
横域西 、、、 甫地 ス ク ーー 丹北 沈

一 ノ ffltl 一 北震 Jレ共及那伊 第 下

交地 ノ、 テ 一 一 激勢 ヒ 盆豆 ~ 

叉質甫 司壬 走 於 震 力 烈地地 七 Jレ

シ 構方 延 v てr タ ハ－震 ヲ 震 3与主主主 形

地遁 ーー 長 Jレ ノ、 リ 大医 中 ノ、 跡

盤 一 Jk 十所 明 レ‘〆 正域央近 ア
ノ、 閥 千五 謂 瞭 ナ 十 J，、 ト 来 結 リ

震 シ 的粁丹 ナ リ 二静 ν 、 ノ 井
メ 著 一 － ー 那 ;t〆 年 岡 共大 7.k 

シ 移建 断 多 九鯨 匹i 震
論

面

幾 キ 動 シ 屠 ク 月 同 隣 ーー ノ
、

多 事 セ 一 ーー ノ 一方 シ 上
ノ 項 Jレ 般 シ 断 日

郡請中 起リ
てr 昇

お品 ノ、 コ 一 フー 屠 ノ 昭 ノ、
塊北 ト 断北 ヲ 闘 奈有和 或

一 東 一 居 ノ、 主也 東川 感 五 ノ、
一

亥リ 米親箱 表 大 燃費 年 止ヒ
』マ 南 内 ノ 根 一 地足震 十 地

レ問外 四 ヨ 現 震柄 動 一 盤
小北 ナ 侭t リ 一 下匝 月 ノ

藤 西 リ ＿，、 南 セ 共郡域二 此

↑事 東 y、 リ キ 一 ノ、 十 下

士甫 一 浮 就 昭 亙 西 ノム、 ヲ

ノ 東 比橋 中 不口 レ ノ、 日 ヨ区南"-

所及 シ 一 特 一 Jレ 中 今ニ 明一
謂 南 地達 ーー 年 司云 園 話I ス

l唱P回~ 北走二ν 

盤 シ 機 一
ノ 及 四 ;t〆

ノ 明 構 月 ーー 四 時 司云

落 カ ノ 七 レ‘／ 閏 一
ノ

下 一 大 日 フー ノ 分 ナ

。

E司回炉：幽＋" Jコレ
ヲ迫 ナ ノ 家東 伊 フ

ノJ三 跡 Jレ 奥屋部 li. ン

S。出 系統ノ
シ シ ノ、 丹及 一 宇

束得丹 後人東 島

倶1 タ 那 地命 ノ、 ノ



シ被 一 言自 キ 震 ヒ z出~ 一 ナ 一 於 ヲ

カ 害動 UJ. タ 動 てr 之

。~ 件ロ

於 リ 主 激 フー 成
リ 特揺 。ト目t回~ ・ Jレ 凹 ま也 ヲ ア 2‘ ／ Jレ 震 司＝ -t 

シ ーー シ 或方 盤要 諸 ノ、 芦 直 亦 リ

ハ大共 3Q 
種 一 ノ ス 慮 {tij 湖域 1也 是

各ナ＝ ノ 惇 動 ノレ ノ ーー レ甫 中 弱等
山 リ 1也 t::' ・ 塵播 揺 一 市＂士日 よI; 司云 東 家総三
樫 シ 震

国国円。出 カ シ 起今 果 較奮岸 屋 ト 系
ヲ ノ、 ヲ 一 タ リ 同 ナ 的地医 ノ シ 統
成 主惹 ドト図。・4• ・ 因 Jv 圭日子夕一くて今 ノ Jレ 震質域殆 フー ノ

セ ト 起 Jレ 一 断北 ,..._ 客様丹 ン 地 断
Jレ シ シ 一 カ 因 居伊 シ 大 浩那 ト 震唐
まIB -r タ 属 又 Jレ 線豆 ナ 線盆全 ト ノ、

塊該 リ ス ノ、 司云 ノ ;!:if! リ 上地漬 ノ ~ 
11司 断就 Jレ 土日l ノ 西震 シ ーー 常 シ 日自 Fl 
ノ々 厨 中 司云 下 一 側 ノ、 ノ、 位及 タ 係、 ノ

別 ノ 共 ノ 岩 シ 向h 同 是 ス 狩 Jレ 至地
ノを 境著 ナ 提 'T 盤地 等 Jレ 野区 大 害虫
一 動 シ ノ 3手旦壬令 ノ、 方 断 カ JI! 域 ナ ヲ

運 一 キ 同j i封書立 南 一 唐若 J中 及 Jv 形
動起 司と シ 動地 方 存 線 シ 積地 司云 成
シ 因 ノ フー カ 空室 一 在 一 ク 地費 ノ ス

タ シ ノ、 :J'上 ノ 東 ス 依 ノ、 ノ ノ ナ Jv 
Jv 亦箱那 因 移 {JllJ Jレ リ 之東著 リ

一 紳根 断 Jレ 動 ま也 数 フ． レ 連 シ ト 輿
因 山 町居 J、、 起 舟且交tl. 多 刻 一 主ti! カ ス リ
Jレ 駒附 ノ ク リ ノ、 ノ マ 近方 リ フー

司去 場近動 丹 タ 北 奮 レ 接 ーー シ 力
ノ 一＝揺 7郎 ノレ 方 断 タ セ ν‘ ’ おh ア
、 子在 一 断 ノ、 一 唐 Jレ レ、／ てr 方 リ

如 山 yレ 伴 厨北 移線 ;l:iJ! 矯 是 ノ、 タ

シ 等 弓去 ヒ ノ、 西 動殊 塊 メ 等 :n: Jレ

一 ノ 諸 gp シ 一 ノ ナ ノ 年百 ノ

於 一 庭 チ南 共丹 緯 リ 地根 、、、

ケ シ ノ 小東 際那 謹又方 町 ナ
Jレ フー 奮 藤 ノ 者立百〉ζ号 断 振東 一 ヨ フ

111 本断 博方 生唐 動海震 ス

崩 土也 E去 士 向 シ 紘
司E出司~－ 岸災箱

今、
ノ 方 亦 ノ 一 タ 一 i也ノ 根 日
著 ノ 新 所動 Jレ 市 方大 町 ーー
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THE EARTHQUAKE OF NORTHERN IZU 

By 

KEI~OSUKE !HARA and KIYOHIKO IsmI. 

(Abstract) 

GENERAL FEATURE OF THE EARTHQUAKE 

The Main Earthquake 

At about three minutes past four in the morning of November 

26, 1930, a severe earthquake shook Northern Izu, which was 

felt in nearly all parts of the island of Honshu ・as weli as in the 

eastern half of the island of Shikoku, the meizoseismal area 

covering about 600 square kilometers. 

The meizoseismal area, which is located in the constricted 

portion of the Izu peninsula and also in the Hakone district, was 

shaken with an intensity corresponding to No. 6 of the scale 

adopted by the Central Meteorological Observatory of Japan. 

Judging from the intensity distribution of shocks and the 

physiographic changes on the land surface, we are led to regard 

the earthquake to have been origmated somewhere within the 

earth's crust lying below the line of depressed low-lands or 

basins, running from north to south on the western slope of the 

meridional mountain range of the peninsula. 

In the greater part of the meizoseismal area, the chief direc” 
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tion of the earthquake motion seems to have been from north 

to south, as shown by the principal direction of overturning of 

monuments, tomb-stones and damaged houses. In the northern 

part of the area, however, the movement seems to have been 

from east to west as seen at Hakone-machi and other places. 

This is shown by the caps of stone-lanterns, thrown down to 

the east of the basal portion. In the Tanna Basin in Kwannami-

mura which is near the epicentre and through which a new fault 

was formed, the vertical motion of the main shock was so great 

as to throw up houses into the air. 

Immediately before the main shock, a roaring sound accom-

panying earth tremors is said to have been heard com:ng from 

northeast. This sound was heard by many people in the western 

part of the meizoseismal area, but in the district around Atami, 

a famous spa on the east coast of the area, it was heard as if 

from northwest or west. 

The damages done were veηr great, 268 persons having been 

killed, 749 persons wounded, and 41 ,580 houses destroyed, as 

the result of the direct action of the earthquake. 

The Fore-Shocks and the After-Shocks 

Great many fore-shocks and after-shocks were felt in the 

meizoseismal area as well as in the neighbouring districts. According 

to the report of the Numazu Meteorological Observatory based 

on the instrumental observation, 401 fore-shocks were felt there, 

beginning with the shock of about eight minutes past eight in 

the morning of November r r, 1930. 

The number of after-shocks recorded during the day on which 
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the main earthquake occured was 5 I, while that of the following 

day was I 5. The frequency of the after-shocks gradually di mini-

shed from the third day and the total number of after-shocks re・

corded down to December 31 was as many as 283, of which 39 

were sensible to persons. 

Most of the fore-shocks and the after-shocks were of a mo崎

deratc intensity, of a rapid nature and of a short duration, some 

of them having been preceded by a sound similar to that of a 

distant blasting. 

PHYSIOGRAPHY 

The meizoseismal area lies between two bays, Suruga Bay 

and Sagami Bay, and has the Hakone volcano on the north and 

the Amagi volcano on the south. 

In the middle of the area, a mountain range attaining heights 

of from 700 to 1,000 meters above seawlevel, runs from north to 

south and connects the two volcanoes of Hakone and Amagi. Its 

eastern slope is rather steep, while the western is generally gen・

tle. The most remarkable physiographic feature observable in 

this range is that on its western slope, the basins of Karuizawa, 

Tanna and Ukihashi, and the valleys connecting them are 

arranged linearly from north to south, forming a long narrow strip 

of low land which is commonly known as the Tanna basin zone. 

The coastal belt which is mainly built up of lava flows 

presents very precipitous cliffs on the sea-side, often intersected 

by drowned valleys. The steep hill-land slope which limits the 

eastern margin of the Kano-gawa plain may probably be a fault 

scarp. 
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GEOLOGY AND STRUCTURE 

A younger Tertiary chiefly consisting of tuffites and tu年

breccia forms the foundation of the seismic area. The Tertiary 

exposed on the coastal belt and also on the hill-land to the east 

of the Kano-gawa consists of terrigenous clastics mixed with a 

large amount of volcanic material. 

Intruding into these Tertiary sediments are volcanic rocks 

such as liparite, trachyandesite and pyroxene-andesites forming 

dykes and stocks. These rocks are also found as effusives on the 

land surface accompanying agglomerates and tuff-breccias, and 

sometimes standing out as denuded domes. The lava-flows forming 

volcanoe日 belong to pyroxene幽andesite,majority of them being 

grey in colour, hyalc-crystallir怠 andcompact in texture, only some 

being glassy. The order of their eruption is shown on the annexed 

map. 

The loam is found covering all the geological formations 

building mountains and hills, and is sometimes of considerable 

thickness. It is terrestrial deposit and is composed of volcanic ash 

and sand mixed with clay. 

During some time in the Quaternary (in all probability in 

the later Pleistocene) the present seismic area appears to have 

been uplifted above sea-level and then subjected to denudation. 

Subsequently, crustal movements probably occured in the area 

which resulted in a number of faults. The most prominent of 

these仏ultsmay be classi自edinto the three series of parallel faults, 

running ( 1) north-south, (2) northwest-southeast and (3) northeast-

southwest. The topography of the district owes its origin very 
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much to these faults which are represented by valleys and escarp~ 

men ts・Thesteep slope limiting the east of Kano-gawa plain is a 

fault scarp, while the linear depression of the so-called Tanna 

basin zone and the valleys of Kanか gawa,Kakizawa-gawa, Chitose・

gawa and Sukumo-gawa are those formed along the faults which 

naturally became river courses. Among the three fault series 

above mentioned, the one running north-south is geologically the 

youngest which seems to have become a source of frequent earth-

quakes up to the present. 

LAND DEFORMATIONS 

Faults 

The most remarkable changes observed on the land were the 

faults which had appeared in the meizoseismal area. They are 

observable at 民veral places, mostly along the geotectonic lines 

(fault lines) as shown on the map. Amor these faults, the so 

called Tanna Fault is the largest and is traceable throughout the 

narrow low land of the so-called Tanna basin zone. It is a sur-

face manifestation of a deep-seated underground deformation and 

is the seismogenic line of the present earthquake. 

So far as the writers were able to trace, the Tanna Fault 

runs in general from north to south, beginning at the west side 

of Kurakakeうramaon the north and endmg at the Ukihashi Basin 

on the south, a distance of about 15 km., traversing alluvial plains, 

river terraces and also hills and mountains of sedimentary rocks, 

pyroclastics and andesites. On the land surface the displacement 

of the fault has mostly taken place in the same direction, the 

west side having been depressed and shifted southward, although 
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in the southern part of the Tanna Basin it is the east side which 

has been depressed. The magnitude of the depression is about 

13・5meters in maximum, while the horizontal displacement is 

smaller, being usually 2 meters or less, with a maximum of about 

3 meters. The surface manifestation of the fault varies greatly 

from place to place according to the nature of the surface ground. 

Where the ground is rigid as on roads, it appeared as a rift 

showing a slight displacement; on loose fields planted with mul-

berry trees, it took an appearance of a plough-share or mole-track 

or echelon fissures; on soft muddy rice-fields, it sometimes appeared 

either as gentle warpings or as echelon fissures. On the slopes 

of hills covered with loam it is often concealed below rock-avalanches 

or slips and hardly traceable. At a cliff southwest of Karuizawa, 

the fault plane was observed cutting the andesite, its strike being 

from north to south and the dip 88。towest. In t}¥e Tanna Tunnel 

a fault plane was found striking nearly north-south and dipping 

78。towest, the eastern side of the fault being shifted to the 

north. The fault under consideration is probably not of a new 

formation, but an old one which moved again in consequence 

of a certain subterranean disturbance. 

Land Slips and Ground Cracks 

In the meizoseismal area, land slips were numerous on steep 

slopes, cJ.iffs and road-cuttings. They were especially abundant in 

the valleys along geotectonic Jines, and those which occured at 

Hakone-machi, Hatajuku and Kadono・muraare of a considerable 

magnitude. 

Newly formed ground cracks were observed in many places 
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within the meizoseismal area, being especially conspicuous on 

road embankments and river banks. 

CONCLUSION 

The earthquake of Northern Izu of 1930 is a tectonic one, 

caused by a dislocation in the earth’s crust along an old tectonic 

line known on the surface ground as the Tanna Fault. 

From the writers' geological researches it may be concluded 

that the meizoseismal area is divisible into many land blocks 

forming a conjugate fault mozaic, and many of the fault lines 

dividing the blocks showed signs of stronger earth movements 

than elsewhere, producing ruptures, dislocations, and other physio-

graphic changes. 

Why the damages done were great in districts lying outside 

of the epicentre as in the vicinity of Hakone-machi, or in the 

region along the river-course of Kano-gawa may be explained by 

an assumption that old faults existing in these districts sym-

pathetically moved with the main earthquake and intensified the 

vibration. 
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